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施政方針
住みよい希望にみちた町 久御山へ

当初予算
総額 120 億 715 万円

みんなの広場 
新しい名産品製作中など

INFORMATION 
町政モニターの募集など

ふるさとの川の流れに 
古川流域の変遷（４）

きれいな「人権の花（水仙）」が咲いたよ
　3月2日、東角小学校の4年生が「差別がなくなる
よう」にと丹精を込めて育てた人権の花（水仙）が
きれいに咲きました。この日児童たちが、この思い
を多くの人たちに届けようと水仙を町内の事業所や
幼稚園、福祉施設などに届けました。
　児童が訪れた東角幼稚園では、水仙と手書きポス
ターが園児に手渡されると、「きれい、いい香りが
する」と喜んでいました。
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本
町
は
、
多
く
の
中
小
企
業
に
よ
っ
て
財

政
が
支
え
ら
れ
て
お
り
、
現
在
の
厳
し
い
経

済
情
勢
で
、
本
年
度
は
町
税
収
入
が
前
年
度

当
初
予
算
と
比
較
し
て
、
約
２
億
７
千
万
円

の
減
収
を
予
測
し
、
大
変
厳
し
い
財
政
運
営

と
な
り
ま
す
が
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
せ

ず
に
、
第
４
次
総
合
計
画
の
基
本
目
標
の
達

成
に
向
け
、
積
極
的
な
予
算
編
成
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、「
子
ど
も
手
当
」
の
予
算
化
を

は
じ
め
、
皆
さ
ん
の
生
活
や
企
業
活
動
の
支

援
を
十
分
に
考
え
、
引
き
続
き
①
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
②
高
齢
者
や
障

害
の
あ
る
人
な
ど
へ
の
福
祉
の
充
実
、
③
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
④
学

校
施
設
の
耐
震
化
の
推
進
を
最
重
点
施
策
と

し
て
実
施
し
ま
す
。

　

予
算
執
行
は
、
町
税
収
入
が
大
幅
に
減
収

す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
の
一

層
の
事
務
事
業
の
効
率
化
や
無
駄
な
歳
出
の

削
減
、
さ
ら
な
る
行
政
の
ス
リ
ム
化
が
重
要

課
題
で
す
。
引
き
続
き
行
財
政
改
革
に
取
り

組
む
な
か
で
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を

お
こ
な
い
、
真
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
質

の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

誠
心
誠
意
の
努
力
で
も
っ
て
行
財
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
ご
指
導
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
「
地
方
分
権
改
革
推
進
計
画
」
に
よ
り
、地

方
自
治
体
は
、
住
民
に
よ
る
地
域
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
す
。

　

町
は
、
住
民
と
行
政
に
よ
る
「
協
働
と
連

携
」
を
基
本
姿
勢
と
し
、「
住
み
よ
い
希
望
に

み
ち
た
町
久
御
山
」
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
広
報
く
み
や
ま
」
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
、
分
か
り
や
す
い
ま
ち
の
情
報
を
提
供
し

ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
会
加
入
率
の
減
少
な
ど
の
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
自
治
会
長
サ
ロ
ン
で

の
自
治
会
長
同
士
の
情
報
交
換
を
お
こ
な
う

と
と
も
に
、
既
存
の
自
治
会
組
織
の
強
化
や

未
加
入
地
域
の
組
織
化
を
促
進
な
ど
の
た
め

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

第
４
次
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
補
助

　

３
月
１
日
開
催
の
町
議
会
定
例
会
で
、坂
本
町
長
が
平
成
22
年
度
の
町
政
運
営

の
指
針
と
な
る
施
政
方
針
を
表
明
。「
真
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
質
の
高
い
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
誠
心
誠
意
の
努
力
で
も
っ
て
行
財
政
運
営
に

取
り
組
む
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
施
政
方
針
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。
全
文
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

心
が
か
よ
う

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り

坂
本
町
長
施
政
方
針
（
要
旨
）

行
政
経
営
の
基
本
姿
勢

住民と行政による「協働・連携」により
「住みよい希望にみちた町 久御山」へ

平
成
22
年
度
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金
や
使
用
料
の
見
直
し
な
ど
、
行
財
政
改
革

を
進
め
る
と
と
も
に
、
事
務
事
業
評
価
や
施

策
評
価
を
活
用
し
、
健
全
で
持
続
可
能
な
行

財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
「
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
」
に
お
い
て
は
、

本
町
の
地
域
情
報
や
産
業
情
報
の
発
信
な
ど

を
お
こ
な
い
、さ
ま
ざ
ま
な
人
が
交
流
し
、魅

力
と
に
ぎ
わ
い
を
創
出
で
き
る
よ
う
、
運
営

を
お
こ
な
い
ま
す
。
ま
た
、「
の
っ
て
こ
バ
ス
」

の
運
行
を
見
直
し
、
利
便
性
の
高
い
快
適
な

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

道
路
整
備
は
、
生
活
に
密
着
し
た
道
路
の

安
全
性
・
快
適
性
の
た
め
、
き
め
細
か
な
整

備
を
し
ま
す
。
ま
た
、
相
島
地
区
で
地
域
の

ふ
れ
あ
い
ス
ペ
ー
ス
と
な
る
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
の
整
備
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、
水
道
水
の
安
定
供
給
の
た

め
、
浄
水
場
の
耐
震
補
強
工
事
と
老
朽
化
が

進
行
し
て
い
る
配
水
管（
石
綿
管
等
）の
布
設

替
工
事
を
計
画
的
に
お
こ
な
い
ま
す
。
公
共

下
水
道
事
業
で
は
、
平
成
25
年
度
を
め
ど
に

本
町
全
域
に
お
い
て
供
用
で
き
る
よ
う
、
工

事
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

農
業
振
興
は
、
個
々
の
農
家
の
所
得
拡
大

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
農
業
施
策

へ
と
大
き
な
方
針
転
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
の
制
度
運
用
と
本
町
の
特
性
で
あ
る
都

市
近
郊
農
業
を
生
か
し
た
、
新
鮮
で
安
全
・

安
心
な
地
産
地
消
に
繋
が
る
農
業
振
興
施
策

を
継
続
し
て
お
こ
な
い
ま
す
。

　
「
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
」
で
は
、
農
産
物

な
ど
の
加
工
品
と
し
て
ジ
ャ
ム
や
味
噌
を
つ

く
り
販
売
す
る
と
と
も
に
、
町
内
企
業
の
連

携
の
も
と
、
情
報
交
換
な
ど
が
で
き
る
「
も

の
づ
く
り
サ
ロ
ン
」
の
開
設
や
企
業
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
、「
モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち

久
御
山
」
の
情
報
を
発
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
く
み
や
ま 

タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
、
15
歳
の
希
望
進
路
の
実
現

を
見
据
え
、
幼
保
小
中
の
一
貫
的
な
教
育
の

充
実
と
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
設
置
を
推
進
し
ま
す
。

　

幼
稚
園
・
保
育
所
で
は
、
５
歳
児
の
一
体

的
運
営
を
実
施
し
て
、
運
営
の
あ
り
方
な
ど

を
検
証
し
、
将
来
的
な
方
向
性
を
検
討
し
ま

す
。
ま
た
、
小
学
校
の
学
力
充
実
・
向
上
の

た
め
、
少
人
数
授
業
用
教
員
を
配
置
す
る
な

ど
、
よ
り
き
め
細
か
な
授
業
を
展
開
し
ま
す
。

中
学
校
は
、
１
ク
ラ
ス
35
人
の
少
人
数
学
級

を
編
制
し
、
学
力
の
充
実
を
図
り
、
充
実
し

た
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
保
護
者
と
の

連
携
を
一
層
進
め
ま
す
。

　

一
方
、
ま
だ
耐
震
化
が
完
了
し
て
い
な
い

学
校
等
施
設
は
、
で
き
る
限
り
早
い
耐
震
化

に
向
け
て
設
計
調
査
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
が

参
加
し
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
生
涯
学
習
環

境
に
向
け
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
な
ど
の
施
設
を
活

用
し
、
自
由
に
学
べ
る
環
境
を
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
23
年
の
「
国
民
文
化
祭
」
の
開

催
に
向
け
て
、「
野
の
恵
み
」
を
テ
ー
マ
に
食

文
化
を
広
く
伝
え
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
し

て
、
全
庁
的
な
危
機
管
理
対
策
を
強
化
し
て

対
応
し
ま
し
た
。
本
年
度
も
保
健
所
や
医
師

会
と
の
連
携
強
化
を
図
る
中
で
、
迅
速
か
つ

適
正
な
対
応
し
ま
す
。

　

ま
た
、国
の
施
策
で
あ
る
「
子
ど
も
手
当
」

を
適
正
に
支
給
し
て
い
く
と
も
に
、
給
食
費

補
助
や
修
学
旅
行
補
助
な
ど
の
保
護
者
負
担

軽
減
事
業
な
ど
を
継
続
実
施
し
て
、
誰
も
が

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
加
え
て
、留
守
家
庭
児

童
育
成
事
業
は
、
開
設
時
間
を
土
曜
日
、
夏

休
み
等
の
長
期
休
業
日
の
始
業
時
間
を
早
め

る
と
と
も
に
、
平
日
の
終
了
時
間
を
延
長
す

る
な
ど
、
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
は
、「
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
」
に
そ
っ
て
、
特
に
予
防
に
重
点
を
置
き
、

い
き
い
き
ホ
ー
ル
で
の
介
護
予
防
事
業
を
は

じ
め
、地
域
出
張
型
総
合
介
護
予
防
事
業（
い

き
い
き
ス
マ
イ
ル
塾
）
な
ど
、
よ
り
き
め
細

か
い
対
応
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

全
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
地
域
全
体

で
支
え
る
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕

組
み
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
被
保
険
者
間
の
負
担

の
公
平
の
観
点
か
ら
賦
課
状
況
の
改
善
の
必

要
が
あ
り
、
課
税
限
度
額
の
見
直
し
と
、
資

産
割
を
廃
止
し
て
所
得
割
・
均
等
割
・
平
等

割
の
課
税
方
式
に
変
更
す
る
な
ど
最
小
限
の

改
正
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

一
方
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
制
度

の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

適
時
正
し
い
情
報
を
提
供
し
、
保
険
加
入
者

が
、
不
安
な
く
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　　

環
境
対
策
は
、「
セ
ー
ビ
ン
グ
プ
ラ
ン
」
に

よ
り
温
暖
化
対
策
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
環
境

家
計
簿
の
活
用
促
進
な
ど
、
よ
り
一
層
の
意

識
啓
発
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
を
継
続
し
ま
す
。
ま

た
、
古
紙
等
の
再
生
資
源
集
団
回
収
団
体

へ
の
補
助
や
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ

の
リ
サ
イ
ク
ル
ゴ
ミ
と
し
て
回
収
す
る
な
ど
、

環
境
意
識
の
さ
ら
な
る
高
揚
に
努
め
ま
す
。

　

防
災
対
策
は
、「
地
域
防
災
計
画
」
に
基
づ

き
、
皆
さ
ん
へ
の
情
報
提
供
や
自
主
防
災
組

織
の
強
化
な
ど
の
推
進
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
な
ど
の
支
援

や
新
た
に
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
を
さ
れ
る

場
合
の
補
助
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
火
災
に
よ
る
人
的
被
害
を
防

ぐ
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
す
べ
て
の

住
宅
で
設
置
さ
れ
る
よ
う
、
積
極
的
な
啓
発

に
努
め
る
と
と
も
に
、
普
通
救
命
講
習
に
お

け
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の

取
り
扱
い
を
は
じ
め
と
し
た
応
急
手
当
等
に

つ
き
ま
し
て
も
、
普
及
啓
発
に
努
め
ま
す
。

魅
力
を
生
み
出
す

　

定
住
と
交
流
の
基
盤
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
施
策

豊
か
な
暮
ら
し
や
人
々
の
活
力
を

　

創
造
す
る
産
業
づ
く
り

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を

　

育
む
教
育
の
ま
ち
づ
く
り

お
互
い
を
尊
重
し
、

　

豊
か
な
文
化
あ
ふ
れ
る
風
土
づ
く
り

結
び
合
い
が
支
え
る

　

福
祉
と
健
康
づ
く
り

自
然
と
人
が
と
も
に
生
き
る

　

安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
基
盤
づ
く
り
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本
町
の
平
成
二
十
一
年
度
の
財
政
状
況
は
、

平
成
二
十
年
度
か
ら
続
く
景
気
後
退
の
影
響

を
受
け
、
歳
入
で
は
、
町
税
の
法
人
税
割
で

大
幅
な
減
収
と
な
り
、
国
か
ら
の
譲
与
税
や

交
付
金
も
減
収
し
、
大
変
厳
し
い
状
況
と
な

り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
経
常
経
費
の
な
か
の
扶
助
費

と
公
債
費
は
、
依
然
と
し
て
増
加
傾
向
に
あ

る
こ
と
か
ら
、「 

経
常
経
費
前
年
度
比
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
」
で
徹
底
し
た
見
直
し
を
お
こ
な
う

な
ど
、
財
政
の
硬
直
化
の
抑
制
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
の
当
初
予
算
編
成
は
、

第
四
次
総
合
計
画
の
第
五
次
実
施
計
画
や
事

務
事
業
評
価
に
基
づ
き
、
よ
り
健
全
で
持
続

可
能
な
財
政
運
営
が
で
き
る
よ
う
、「 

当
初

（
当
初
予
算
編
成
の
主
な
重
点
事
項
）

１　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
の
た
め
に
防
犯
・
防
災
・
地
震
対

策
を
推
進
し
ま
す
。

２　

子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
、
子
ど
も
手
当
の
支
給
、
子
育
て
支
援
医
療
費

の
助
成
、
小
・
中
学
校
で
の
少
人
数
学
級
、
少
人
数
授
業
を
推
進
し
ま
す
。

３　

教
育
学
習
環
境
の
改
善
の
た
め
中
学
校
校
舎
等
を
改
築
し
ま
す
。

４　

経
済
不
況
、
金
融
危
機
に
対
応
で
き
る
経
営
安
定
の
た
め
の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

５　
「
ま
ち
の
駅
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
」
の
開
設
に
伴
う
更
な
る
ま
ち
の
発
展
と
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
供
用
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

６　

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
の
保
険
・
医
療
体
制
の
充
実
や
利
用
者
負
担
軽
減
な
ど
福

祉
対
策
を
継
続
し
ま
す
。

７　

普
通
交
付
税
不
交
付
団
体
と
し
て
実
施
し
て
い
る
町
独
自
の
各
種
住
民
負
担
軽
減
策

を
継
続
し
ま
す
。

予
算
編
成
方
針
」
に
そ
っ
た
メ
リ
ハ
リ
の
あ

る
予
算
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
犯
罪
被
害
者
支
援
事
業
な
ど

の
安
全
・
安
心
に
関
す
る
各
施
策
を
は
じ
め
、

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
整
備
事
業
費
や
「
ま
ち
の

駅
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
」
の
運
営
・
維
持

管
理
経
費
、
継
続
事
業
と
し
て
の
久
御
山
中

学
校
の
校
舎
等
改
築
事
業
費
、
少
人
数
学
級

や
少
人
数
授
業
の
推
進
な
ど
の
教
育
・
学
習

環
境
の
充
実
、
そ
し
て
、
幼
保
一
体
化
事
業
、

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
等
に
対
す
る
福
祉

施
策
、
さ
ら
に
、
中
学
校
修
了
ま
で
の
児
童

を
対
象
に
等
し
く
支
給
さ
れ
る
「
子
ど
も
手

当
」
な
ど
に
つ
い
て
、
重
点
的
に
予
算
配
分

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
二
年
度
も
極
め
て
厳
し
い
財
政

運
営
が
予
想
さ
れ
、予
算
執
行
に
つ
い
て
、事

務
事
業
の
全
て
を
徹
底
的
に
見
直
す
と
と
も

に
、
事
業
効
果
や
優
先
順
位
を
念
頭
に
、
限

ら
れ
た
財
源
を
有
効
的
、
か
つ
効
率
的
に
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
「
人
輝
き　

心
和
ら
ぐ　

躍
動
の

ま
ち　

久
御
山
」
の
実
現
に
向
け
て
、「 

次

期
行
政
改
革
大
綱
」
を
も
と
に
、
事
務
事
業

の
見
直
し
を
一
層
進
め
、
住
民
に
真
に
満
足

し
て
い
た
だ
け
る
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

当初予算
平成22年度

120億715万円総額

　一般会計、特別会計などを合わせ、総額で 120 億 715 万円となる平
成 22 年度の当初予算が、3 月定例議会に提案され可決されました。
　一般会計は、70 億 7,800 万円となり前年度当初予算と比べ５億 600
万円 6.7％の減額となりました。（金額はいずれも１万円未満四捨五入）

一般会計は 70億7,800万円

予
算
の
概
要

一
般
会
計

平成 22年度会計別予算額

会 計 名 （Ａ） （Ｂ） （C）＝（Ａ）−（Ｂ）
一 般 会 計

国民健康保険（事業勘定）
三 郷 山 財 産 区
老 人 保 健
公 共 下 水 道 事 業
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療

特

別

会

計

企 業 会 計

	 70億7,800万円	 75億8,400万円	 ▲5億600万円
	 18億7,650万円	 17億8,050万円	 9,600万円
	 570万円	 600万円	 ▲30万円
	 250万円	 1,280万円	 ▲1,030万円
	 10億5,000万円	 10億8,600万円	 ▲3,600万円
	 9億2,180万円	 8億8,880万円	 3,300万円
	 1億5,530万円	 1億5,780万円	 ▲250万円
	 9億1,735万円	 7億9,353万円	 1億2,382万円
	 120億715万円	 123億943万円	 ▲3億228万円

水 道 事 業
合 計

本年度当初予算 前年度当初予算 対前年度増減額
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平成 22 年度当初予算

円 

（一般会計予算額） 民 生 費 土 木 費 

消 防 費 公 債 費 商 工 費 

23,012円 31,735円 14,892円 

16,896人 

70億7,800万円 

（3月1日現在人口） 

117,576円 42,163円 

418,916
住民一人あたりの予算額 

教 育 費 総 務 費 衛 生 費 

議 会 費 農林水産業費 

7,505円 7,498円 1,813円 

81,982円 56,126円 34,614円 

予 備 費 

労 働 費 

地方消費税交付金  3億2,930万円（4.7％）

地方譲与税等  7,370万円（1.0％）

自動車取得税交付金
2,650万円（0.4％）

人件費
20億9,132万円
（29.5％）

扶助費
7億409万円
（9.9％）

公債費
5億3,618万円
（7.6％）普通建設事業(単独）

5億5,196万円（7.8％）

普通建設事業（補助）
1,510万円（0.2％）

物件費
16億2,423万円
（22.9％） 

補助費等
7億5,019万円
（10.6％）維持補修費

4,926万円
（0.7％）

積立金
2,278万円
（0.4％）

貸付金、投資および出資
1億850万円（1.5％）

予備費
2,500万円
（0.4％）

繰出金
5億9,939万円
（8.5％）

地方特例交付金等
3,570万円（0.5％）

分担金及び負担金
7,425万円（1.0 ％）

使用料及び
手数料

8,472万円
（1.2％）

国庫支出金
4億138万円
（5.7％）

府支出金
2億9,103万円
（4.1％）

財産収入
2,269万円
（0.3％）

寄附金
4,000万円
（0.6％）

繰越金 3,000万円（0.4％）

諸収入 1億1,838万円（1.7％）

町債 5億8,520万円（8.3％）

繰入金
5億9,466万円
（8.4％）

町税
43億7,049万円
（61.7％）

地方譲与税等＝地方譲与税+利子割交付金+配当割交付金+株式等譲渡所得割交付金 
地方特例交付金等＝地方特例交付金+地方交付税+交通安全対策特別交付金 

▽歳出内訳（性質別）
総額 70 億 7,800 万円

▽歳入内訳
総額 70 億 7,800 万円



6
広報くみやま平成22年 4月 1日

◆
賦
課
徴
収
一
般
事
務
費
（
路
線
価
修
正
業

　

務
）〈
新
〉	

【
百
四
十
四
万
円
】

　

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
に
向
け
、
路
線

価
の
修
正
業
務
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◆
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
更
新
〈
新
〉

	

【
千
六
百
十
万
円
】

　

情
報
化
に
よ
る
行
政
運
営
の
向
上
を
図
る

た
め
、
シ
ス
テ
ム
や
そ
の
基
盤
と
な
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
新
規
導
入
お
よ
び
更
新
を
し
ま

す
。

◆
自
治
会
活
動
支
援
事
業【
六
百
十
六
万
円
】

　

自
治
会
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
町
政
協

力
費
を
支
給
す
る
と
と
も
に
、
公
会
堂
等
の

借
地
料
を
助
成
し
ま
す
。

◆
広
報
事
業
（
広
報
く
み
や
ま
等
の
発
行
）

	

【
千
三
百
五
十
六
万
円
】

行
政
情
報
や
町
の
話
題
を
わ
か
り
や
す
く
迅

速
に
提
供
し
、
住
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
月
２
回
発
行
し
ま
す
。

◆
広
聴
事
業
（
町
政
モ
ニ
タ
ー
等
）

	

【
五
十
八
万
円
】

　

公
募
等
に
よ
り
20
歳
以
上
の
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
、
年
３
回
程
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

り
意
見
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
エ
コ
ー
ラ
イ

ン
・
エ
コ
ー
ポ
ス
ト
等
の
意
見
を
広
報
く
み

や
ま
紙
上
等
で
回
答
し
ま
す
。

◆
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
整
備
事
業
〈
新
〉

	

【
三
千
五
百
四
十
万
円
】

　

緑
に
親
し
む
環
境
を
造
る
た
め
、
旧
集
落

地
域
に
ふ
れ
あ
い
型
の
小
規
模
公
園
を
整
備

し
ま
す
。

◆
都
市
計
画
推
進
事
業
（
区
画
整
理
事
業
調

　

査
業
務
）	

【
千
百
四
十
五
万
円
】

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
に
基
づ
き
、

計
画
的
か
つ
適
正
な
都
市
計
画
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
住
街
区
促
進
ゾ
ー
ン
の
整
備
に

向
け
て
の
調
査
・
検
討
を
し
ま
す
。

◆
道
路
橋
梁
新
設
改
良
整
備
事
業

	

【
七
千
六
百
三
十
五
万
円
】

　

円
滑
で
安
全
な
道
路
交
通
体
系
確
立
の
た

め
、
道
路
の
整
備
・
改
良
等
を
し
ま
す
。

◆
巡
回
バ
ス(

の
っ
て
こ
バ
ス)

運
行
事
業

　
（
バ
ス
カ
ー
ド
等
購
入
高
齢
者
助
成
金
）

	

【
百
五
十
万
円
】

　

高
齢
者
の
外
出
を
支
援
し
、
老
後
の
生
活

の
充
実
を
図
る
た
め
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者

に
対
し
、
バ
ス
カ
ー
ド
等
の
購
入
助
成
を
お

●議会費　　議会運営のために使うお金

●総務費　　全般的なまちづくりの費用や役場の庁舎維
持管理などの総括的な事務に使うお金

●民生費　　高齢者や障害のある人などのためや保育所
運営などの福祉全般の事務や事業に使うお
金

●衛生費　　保健衛生やごみ処理など安全で衛生的な生
活のために使うお金

●労働費　　勤労者の技能の養成などに使うお金

●農林水産業費　　農業の振興のために使うお金

●商工費　　商工業の振興のために使うお金

●土木費　　町道の新設や改良、河川の維持管理、都市
計画事業などに使うお金

●消防費　　防火水利・消防機械器具等の整備や消防団
の運営などに使うお金

●教育費　　幼稚園や小・中学校の運営費用や生涯学習
のための費用、町内の学校・体育施設など
の維持管理などに使うお金

●公債費　　建設事業などをおこなうために借り入れた
お金の償還金

歳出の
目的別内訳

議会費
1億2,680万円（1.8％）

労働費
563万円（0.1％）

農林水産業費
1億2,669万円（1.8％）

商工費
2億5,162万円（3.5％）

消防費
3億8,881万円（5.5％）

公債費
5億3,618万円（7.6％）

予備費
2,500万円（0.3％）

総務費
9億4,830万円（13.4％）

民生費
19億8,656万円（28.1％）

衛生費
5億8,485万円（8.2％）

土木費
7億1,239万円（10.1％）

教育費
13億8,517万円（19.6％） 

主
な
新
規
事
業
・
継
続
事
業

〈
新
〉
は
新
規
事
業
で
す
。

行
政
経
営
の
基
本
姿
勢

心
が
か
よ
う

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り

自
治
会
組
織
の
強
化
や

　

町
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
更
新

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
姿
勢

魅
力
を
生
み
出
す

定
住
と
交
流
の
基
盤
づ
く
り

ふ
れ
あ
い
型
小
規
模
公
園
整
備
や

　

の
っ
て
こ
バ
ス
等
の
活
用
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平成 22 年度当初予算

こ
な
い
ま
す
。

◆
巡
回
バ
ス(

の
っ
て
こ
バ
ス)

運
行
事
業

	

【
三
千
七
百
二
十
万
円
】

　

町
内
公
共
交
通
網
の
充
実
と
住
民
の
交
通

利
便
性
向
上
の
た
め
、
巡
回
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
。

◆
巨
椋
池
排
水
対
策
推
進
事
業

	

【
二
千
百
六
万
円
】

　

巨
椋
池
地
域
に
流
入
す
る
農
地
・
市
街
化

区
域
の
雨
水
を
排
除
す
る
水
路
管
理
お
よ
び

巨
椋
池
排
水
機
場
の
運
転
管
理
に
係
る
経
費

を
負
担
し
ま
す
。

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

	

【
二
億
七
千
二
百
六
十
八
万
円
】

　

快
適
な
生
活
環
境
と
公
共
用
水
域
の
水
質

保
全
を
図
る
た
め
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
へ
の
繰
り
出
し
を
し
ま
す
。

◆
公
園
維
持
管
理
事
業

	

【
四
千
三
百
八
十
五
万
円
】

　

中
央
公
園
お
よ
び
街
区
公
園
、
木
津
川
河

川
敷
運
動
広
場
等
の
樹
木
、
公
園
施
設
等
の

維
持
管
理
、
清
掃
、
巡
回
等
を
適
切
に
お
こ

な
い
ま
す
。

◆
農
産
物
直
売
所
運
営
補
助
事
業
（
ま
ち
の

　

駅
運
営
補
助
金
）〈
新
〉

	

【
四
百
五
十
万
円
】

　
「
ま
ち
の
駅
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
」内
で

加
工
品
の
製
造
、
販
売
を
行
う
農
産
物
直
売

所
運
営
協
議
会
の
運
営
経
費
に
対
し
一
定
の

支
援
を
し
ま
す
。

◆
ま
ち
の
駅
施
設
運
営・維
持
管
理
事
業
〈
新
〉

	

【
二
千
四
百
四
十
三
万
円
】

　
「
ま
ち
の
駅
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
」の
適

切
な
運
営
・
維
持
管
理
を
し
ま
す
。

◆
巨
椋
池
地
区
国
営
附
帯
府
営
農
地
防
災

　

事
業
推
進
事
業	

【
千
四
百
四
十
三
万
円
】

　

国
営
総
合
農
地
防
災
事
業
に
関
連
す
る
幹

線
排
水
路
等
の
整
備
を
国
・
京
都
府
と
共
同

で
推
進
し
ま
す
。

◆
産
地
確
立
対
策
事
業

	

【
千
六
百
四
十
万
円
】

　

国
内
の
食
料
自
給
率
の
向
上
と
国
産
農
作

物
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
米
の
生
産
調

整
を
実
施
し
た
農
家
な
ど
に
対
し
、
町
独
自

の
補
助
を
し
ま
す
。

◆
久
御
山
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業

	

【
二
百
五
万
円
】

　

町
特
産
農
作
物
の
ブ

ラ
ン
ド
化
や
販
路
拡
大

を
図
る
た
め
、
袋
詰
め

フ
ィ
ル
ム
や
ビ
ニ
帯
等

を
購
入
し
た
農
家
に
対

し
、
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

◆
中
小
企
業
者
資
金
低
利
融
資
事
業

	

【
一
億
五
千
九
百
四
十
九
万
円
】

　

中
小
企
業
経
営
の
安
定
の
た
め
に
、
必
要

な
資
金
の
融
資
を
受
け
た
者
に
対
し
、
そ
の

融
資
に
係
る
保
証
料
お
よ
び
利
子
の
一
部
を

補
給
し
ま
す
。

◆
展
示
会
等
出
展
支
援
助
成
事
業

	

【
百
五
十
万
円
】

　

町
内
の
中
小
企
業
が
開
発
・
製
作
し
た
製

品
等
を
、
公
的
機
関
等
が
開
催
す
る
展
示
会

に
出
展
す
る
場
合
、
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

◆
商
工
会
運
営
等
補
助
事
業

	

【
千
七
百
八
十
九
万
円
】

　

地
域
商
工
業
者
の
経
営
力
の
強
化
と
活
性

化
を
図
る
た
め
、
総
合
的
な
支
援
を
お
こ
な

う
町
商
工
会
に
対
し
補
助
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
久
御
山
実
施
事
業

　
（
実
施
委
員
会
補
助
金
）	

【
千
二
百
万
円
】

　

町
内
の
産
業
に
携
わ
る
関
係
団
体
等
が

お
互
い
の
交
流
や
地
域
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
、

町
の
産
業
へ
の
認
識
を
深
め
る
た
め
に
開
催

す
る
「
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
久
御
山
」
の
実
施

委
員
会
に
対
し
補
助
を
し
ま
す
。

◆
小
学
校
施
設
整
備
事
業
（
耐
震
補
強
・
改

　

修
設
計
）〈
新
〉	

【
六
百
六
十
万
円
】

　

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
を
図
る
た
め
、御

牧
・
佐
山
小
学
校
校
舎
耐
震
補
強
・
改
修
工

事
に
係
る
実
施
設
計
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◆
中
学
校
学
び
推
進
事
業【
百
五
十
六
万
円
】

　

中
学
生
の
自
主
的
な
学
習
と
基
礎
学
力
向

上
の
た
め
、
主
に
国
語
・
数
学
・
英
語
の
３

教
科
に
つ
い
て
、
月
２
回
程
度
の
土
曜
塾
を

開
催
し
ま
す
。

◆
小
学
校
児
童
指
導
支
援
事
業

	
【
千
百
二
十
五
万
円
】

　

児
童
の
学
力
充
実
・
向
上
を
図
る
た
め
、少

人
数
授
業
の
た
め
の
非
常
勤
講
師
を
配
置
し

ま
す
。

◆
中
学
校
生
徒
指
導
支
援
事
業

	

【
七
百
四
十
七
万
円
】

　

生
徒
指
導
お
よ
び
学
力
の
向
上
を
図
る
た

め
、
一
部
少
人
数
学
級
制
を
導
入
す
る
た
め

の
非
常
勤
講
師
を
配
置
し
ま
す
。

◆
国
際
理
解
教
育
推
進
事
業

	

【
千
九
百
八
十
一
万
円
】

　

国
際
性
豊
か
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

外
国
青
年
招
致
事
業
や
ワ
ー
ウ
ィ
ッ
ク
・
ス

テ
ー
ト
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
と
の
交
流
の
ほ
か
、

１
校
区
に
１
人
の
外
国
人
講
師
を
雇
用
し
、

幼
児
期
か
ら
生
き
た
英
語
を
聞
く
機
会
を
設

け
て
国
際
理
解
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

◆
中
学
校
施
設
整
備
事
業
（
中
学
校
校
舎
等

　

改
築
）	

【
四
億
六
千
九
百
三
十
五
万
円
】

　

久
御
山
中
学
校
の
校
舎
改
築
を
計
画
的
に

実
施
し
、
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
を
図
り

ま
す
。

◆
子
ど
も
居
場
所
づ
く
り
事
業【
六
十
万
円
】

　

放
課
後
や
土
曜
日
等
に
地
域
の
集
会
所
等

に
お
い
て
「
ま
な
び
教
室
」
を
開
催
し
、
子

ど
も
た
ち
の
体
験
・
学
習
活
動
等
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

◆
国
民
文
化
祭
実
施
事
業
（
実
行
委
員
会
補

　

助
金
）〈
新
〉	

【
八
十
一
万
円
】

　

文
化
活
動
へ
の
参
加
意
欲
を
喚
起
し
、
地

豊
か
な
暮
ら
し
や
人
々
の
活
力
を

創
造
す
る
産
業
づ
く
り

ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
の
活
用
や

中
小
企
業
を
支
援

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る

力
を
育
む
教
育
の
ま
ち
づ
く
り

小
学
校
等
の
耐
震
設
計
や
地
域
と

連
携
し
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
活
動
支
援

お
互
い
を
尊
重
し
、
豊
か
な

文
化
あ
ふ
れ
る
風
土
づ
く
り

国
際
文
化
祭
実
行
委
員
会
設
置
と

平
和
学
習
の
推
進
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方
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
平
成
23

年
度
に
京
都
府
で
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭

に
参
加
し
、
各
種
行
事
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◆
総
合
体
育
館
運
営
事
業
（
施
設
補
修
）

　
〈
新
〉	

【
百
七
十
四
万
円
】

　

安
全
で
安
心
な
施
設
環
境
を
確
保
す
る
た

め
、
計
画
的
な
施
設
改
修
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◆
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
指
定
管
理
料

	
【
一
億
六
千
二
百
三
十
六
万
円
】

　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
り
、文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
効
率
的
運
営
を
図
り
ま
す
。

◆
い
き
が
い
大
学
実
施
事
業

	

【
二
百
五
十
六
万
円
】

　

充
実
し
た
人
生
を
送
る
た
め
の
生
涯
学
習

の
一
環
と
し
て
、
い
き
が
い
大
学
を
開
催
し
、

住
民
の
社
会
教
育
お
よ
び
生
涯
教
育
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

◆
社
会
体
育
活
動
支
援
事
業
（
体
育
協
会
補

　

助
金
）	

【
五
百
万
円
】

　

住
民
の
自
発
的
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
競
技

力
向
上
を
図
る
た
め
、
体
育
協
会
が
実
施
す

る
事
業
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

◆
平
和
学
習
推
進
事
業
【
百
二
十
九
万
円
】

　

平
和
を
愛
す
る
心

を
育
て
る
た
め
、
小

中
学
生
を
被
爆
地
広

島
へ
派
遣
し
、
平
和

に
つ
い
て
学
習
し
ま

す
。

◆
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
事
業

	

【
九
十
五
万
円
】

　

男
女
平
等
と
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、具

体
的
な
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

◆
子
ど
も
手
当
支
給
事
業
〈
新
〉

	

【
三
億
千
四
百
二
十
四
万
円
】

　

中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
に
対
し
、
１

人
当
た
り
１
３
，
０
０
０
円
／
月
を
年
３
回

支
給
し
ま
す
。

◆
地
域
福
祉
計
画
策
定
事
業
〈
新
〉

	

【
三
百
万
円
】

　

地
域
の
特
性
や
実
情
に
沿
っ
た
地
域
福
祉

の
推
進
を
、
総
合
的
・
計
画
的
に
進
め
て
い

く
た
め
の
基
本
的
な
指
針
を
策
定
し
ま
す
。

◆
食
生
活
改
善
推
進
事
業	

【
九
十
九
万
円
】

　

食
生
活
の
改
善
を
推
進
す
る
た
め
、
食
生

活
改
善
推
進
員
を
養
成
し
ま
す
。
ま
た
、
食

生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
の
事
業
に
対
し
補

助
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◆
妊
産
婦
支
援
事
業【
千
五
百
九
十
三
万
円
】

　

母
子
手
帳
の
発
行
、
妊
産
婦
健
康
診
査
を

は
じ
め
、
妊
産
婦
等
栄
養
強
化
事
業
や
パ
パ

＆
マ
マ
教
室
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

◆
乳
幼
児
健
康
診
査
事
業

	

【
四
百
九
十
七
万
円
】

　

各
種
の
乳
幼
児
健
康
診
査
を
お
こ
な
い
、

乳
幼
児
の
健
康
増
進
、
障
害
の
早
期
発
見
に

努
め
、
適
正
な
指
導
を
お
こ
な
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
子
ど
も
の
心
の
健
や
か
な
発
達
支
援

の
た
め
に
、
乳
幼
児
期
か
ら
絵
本
を
通
じ
て
、

親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
時
間
を
大
切
に
す
る
地

域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

	

【
七
百
九
十
四
万
円
】

　

つ
ど
い
の
広
場
を
は
じ
め
、相
談
事
業
、子

育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
、
子
育
て
サ
ー

ク
ル
の
育
成
・
支
援
、
講
座
等
の
開
催
な
ど

子
育
て
支
援
を
総
合
的
・
計
画
的
に
推
進
し

ま
す
。

◆
児
童
手
当
支
給
事
業

	

【
二
千
五
百
二
十
五
万
円
】

　

小
学
校
６
年
生
ま
で
の
児
童
を
対
象
に
児

童
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
事
業

	

【
五
千
二
百
三
十
一
万
円
】

　

乳
幼
児
か
ら
中
学
校
就
学
前
ま
で
の
児
童

に
対
し
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
の
全
額
を

助
成
し
ま
す
。（
１
診
察
科
に
つ
き
２
０
０
円

／
月
は
除
く
）

◆
学
校
保
護
者
負
担
軽
減
事
業
（
小
学
校
・

　

中
学
校
）	

【
二
千
六
百
二
十
一
万
円
】

　

保
護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

小
学
校
・
中
学
校
の
学
級
費
を
は
じ
め
、
修

学
旅
行
費
や
校
外
活
動
費
等
に
対
し
、
一
定

の
補
助
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◆
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
措
置
事
業

	

【
九
百
六
十
九
万
円
】

　

心
身
の
健
康
保
持
や
安
定
し
た
生
活
を
す

る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
に
対
し
、
養
護
老

人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
措
置
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◆
認
知
症
高
齢
者
対
策
事
業【
三
十
六
万
円
】

　

認
知
症
に
な
ら
な
い
た
め
の
予
防
事
業
や

Ｇ
Ｐ
Ｓ
購
入
費
用
の
一
部
補
助
な
ど
、
認
知

症
高
齢
者
を
支
援
す
る
た
め
の
施
策
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

◆
介
護
予
防
運
動
指
導
事
業【
百
十
九
万
円
】

　

60
歳
以
上
の
住
民
を
対
象
に
、
健
康
セ
ン

タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
運
動
指
導
事
業
を
荒

見
苑
等
に
お
い
て
利
用
で
き
る
機
会
を
設
け

ま
す
。

◆
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
者
負
担
額
助
成
事

　

業	

【
六
百
五
十
六
万
円
】

　

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
諸
事
業
の
利
用
者
に

対
し
て
、
利
用
料
の
４
分
の
１
を
助
成
を
し

ま
す
。

◆
敬
老
会
等
事
業	

【
千
八
十
九
万
円
】

　

高
齢
者
の
長
寿
を
祝
う
た
め
、
70
歳
以
上

の
住
民
を
対
象
に
、
敬
老
会
の
開
催
や
敬
老

金
の
支
給
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◆
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
支
援
事
業

	

【
五
百
八
十
万
円
】

　

高
齢
者
の
多
様
な
就
業
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、

生
き
が
い
対
策
の
充
実
を
図
る
た
め
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
対
し
補
助
を

お
こ
な
い
ま
す

◆
地
域
福
祉
計
画
策
定
事
業
【
三
百
万
円
】

　

地
域
の
特
性
や
実
情
に
沿
っ
た
地
域
福
祉

の
推
進
を
、
総
合
的
・
計
画
的
に
進
め
て
い

く
た
め
の
基
本
的
な
指
針
を
策
定
し
ま
す
。

◆
福
祉
医
療
費
助
成
事
業

	

【
五
千
二
百
三
十
六
万
円
】

　

65
歳
未
満
の
重
度
心
身
障
害
者
並
び
に
母

子
家
庭
の
児
童
お
よ
び
そ
の
母
親
の
健
康
の

保
持
と
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
医
療
費

を
助
成
し
ま
す
。

◆
障
害
者
自
立
支
援
事
業

	

【
一
億
八
千
五
百
一
万
円
】

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
自
立
支
援
医
療
の
給
付
、
補
装
具
の
給

付
を
お
こ
な
い
ま
す
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
を

受
給
す
る
た
め
に
必
要
な
障
害
程
度
区
分
の

判
定
の
た
め
の
審
査
会
の
運
営
や
認
定
調
査

結
び
合
い
が
支
え
る
福
祉
と

健
康
づ
く
り

子
ど
も
手
当
支
給
や

子
育
て
支
援
事
業
の
推
進
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平成 22 年度当初予算

の
委
託
、
医
師
の
意
見
書
の
提
出
依
頼
等
を

お
こ
な
い
ま
す
。

◆
母
子
療
育
教
室
運
営
事
業

	

【
千
二
百
八
十
二
万
円
】

　

発
達
に
遅
れ
が
見
ら
れ
る
就
学
前
の
子
ど

も
と
親
を
対
象
に
、
母
子
療
育
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

◆
障
害
者
日
常
生
活
支
援
事
業

　
（
障
害
者
訓
練
等
給
付
等
通
所
交
通
費
助

　

成
金
）	

【	

三
十
万
円
】

　

通
所
事
業
所
を
利
用
す
る
障
害
の
あ
る
人

に
、
通
所
が
容
易
に
な
る
よ
う
交
通
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
社
会
福
祉
協
議
会
運
営
支
援
事
業

	

【
三
千
四
百
六
十
三
万
円
】

　

地
域
住
民
の
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
の
活

動
を
実
施
し
て
い
る
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

対
し
補
助
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◆
低
所
得
者
等
経
済
的
支
援
事
業

	

【
六
百
十
一
万
円
】

　

低
所
得
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
く

ら
し
の
資
金
の
貸
付
お
よ
び
母
子
世
帯
等
に

対
す
る
水
道
料
金
の
助
成
等
を
お
こ
な
い
ま

す
。

◆
地
震
対
策
推
進
事
業
（
住
宅
耐
震
改
修
補

　

助
金
）〈
新
〉	

【
百
八
十
万
円
】

　

地
震
災
害
か
ら
住
民
の
生
命
や
財
産
な
ど

を
守
る
た
め
、
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
に
対

し
補
助
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◆
温
暖
化
防
止
活
動
事
業
（
太
陽
光
発
電
シ

　

ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金
）【
四
百
七
十
万
円
】

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、
町
内
の
個
人
や

企
業
を
対
象
に
、
補
助
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◆
家
庭
ご
み
収
集
事
業【
七
千
七
十
二
万
円
】

　

家
庭
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
可
燃
・
不
燃

物
ご
み
の
収
集
運
搬
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◆
家
庭
ご
み
減
量
推
進
事
業

	

【
五
百
六
十
八
万
円
】

　

家
庭
ご
み
を
減
量
さ
せ
る
た
め
、
古
紙
等

の
回
収
に
取
り
組
む
地
域
の
団
体
等
に
対
し

補
助
を
お
こ
な
い
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
用
廃

油
に
つ
い
て
各
地
域
ご
と
に
回
収
を
お
こ
な

い
ま
す
。

◆
犯
罪
被
害
者
支
援
事
業【
百
二
十
三
万
円
】

　

犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
人
や
そ
の
遺
族
・

家
族
の
精
神
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
相

談
窓
口
の
開
設
や
経
済
的
支
援
を
含
め
た
総

合
的
な
生
活
支
援
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
総
額
十
八
億
七
千

六
百
五
十
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

国
保
の
財
源
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
に
よ
る
医
療
費
の
増
加
や
不
況
に
よ
る
加

入
者
の
増
加
に
よ
り
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
税
率
等
の
見
直
し
を
お
こ
な
い
ま

す
が
、
ま
だ
不
足
す
る
財
源
を
一
般
会
計
か

ら
繰
り
入
れ
る
な
ど
被
保
険
者
の
負
担
軽
減

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
に
十
二
億
千
百

十
六
万
円
、
被
保
険
者
の
健
康
に
関
わ
る
保

健
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
特
定
健
診
や
人
間

ド
ッ
ク
等
の
健
康
助
成
に
二
千
三
百
六
十
二

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

三
郷
山
の
保
全
と
適
切
な
管
理
の
た
め
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
総
額
五
百
七
十
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
京
都
府
お
よ
び
城

南
衛
生
管
理
組
合
の
土
地
賃
借
収
入
で
五
百

十
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
基
金
積
立
金
に
二
百
二
十
九

万
円
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
総
額
二
百
五
十
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
保
険
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
前
年
度

当
初
と
比
べ
千
三
十
万
円
の
減
額
と
な
り
ま

す
。

　

下
水
道
の
推
進
を
図
る
た
め
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
総
額
十
億
五
千
万
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
下
水
道
使
用
料
で

五
億
八
千
五
百
万
円
、
国
庫
支
出
金
で
七
千

七
百
五
十
万
円
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

で
二
億
七
千
二
百
六
十
八
万
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
公
共
下
水
道
整
備
費
に
二

億
六
千
九
十
五
万
円
を
計
上
し
、
西
一
口
・

東
一
口
・
佐
山
の
一
部
の
整
備
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
総
額
九
億
二
千
百

八
十
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め

て
い
た
だ
く
保
険
料
で
一
億
九
千
百
六
十
七

万
円
を
計
上
し
て
い
る
ほ
か
、
国
庫
支
出
金

で
一
億
七
千
九
百
六
十
一
万
円
、
支
払
基
金

交
付
金
で
二
億
五
千
八
百
九
十
五
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
に
八
億
五
千
三

百
三
十
二
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
総
額
一
億
五
千
五

百
三
十
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
被
保
険
者
か
ら
徴

収
さ
れ
る
保
険
料
で
一
億
二
千
九
百
五
十
三

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金
で
一
億
五
千
三
百
七
十
七
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　
「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
水
道
施

設
の
耐
震
補
強
工
事
な
ど
、
将
来
に
わ
た
り

水
道
水
を
安
定
的
に
供
給
し
て
い
き
ま
す
。

　

収
入
は
、
水
道
料
金
の
収
益
等
で
六
億
九

千
九
百
五
十
九
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

支
出
の
主
な
も
の
は
、
水
道
事
業
を
遂
行

す
る
た
め
の
事
業
費
と
し
て
、
府
営
水
道
な

ど
か
ら
の
受
水
費
二
億
三
千
六
百
六
十
七
万

円
の
ほ
か
動
力
費
に
千
六
百
二
万
円
、
施
設

の
耐
震
化
等
整
備
工
事
費
と
し
て
一
億
七
千

七
百
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

自
然
と
人
が
と
も
に
生
き
る
安
全
で

安
心
な
暮
ら
し
の
基
盤
づ
く
り

住
宅
耐
震
改
修
推
進
の
た
め
の
補
助

特
別
会
計
・
企
業
会
計

国
民
健
康
保
険

三
郷
山
財
産
区

老
人
保
健

公
共
下
水
道
事
業

介
護
保
険

後
期
高
齢
者
医
療

水
道
事
業
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⑴	

推
進
経
過

　

本
町
に
お
け
る
行
政
改
革
は
、
昭
和
61
年

２
月
に
策
定
し
た
行
政
改
革
大
綱
か
ら
は
じ

ま
り
、
平
成
８
年
３
月
策
定
の
第
２
次
行
政

改
革
大
綱
、
平
成
18
年
３
月
策
定
の
第
３
次

行
政
改
革
大
綱
及
び
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
よ

り
、
計
画
的
な
行
政
改
革
を
進
め
る
な
か
で

時
代
に
則
し
た
効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

第
３
次
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
た
当
時

は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
長
び
く
景
気
の
低
迷
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
な

ど
、
先
行
き
不
透
明
な
社
会
経
済
環
境
に
あ

り
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、
地
方
分
権

が
一
層
推
進
さ
れ
る
な
か
、
自
ら
の
責
任
に

お
い
て
そ
れ
ら
の
環
境
の
変
化
に
柔
軟
に
対

応
し
、
住
民
福
祉
の
向
上
と
個
性
的
で
活
力

あ
る
地
域
社
会
を
構
築
し
て
い
く
必
要
性
が

大
き
く
な
り
、
加
え
て
、
平
成
の
大
合
併
が

進
め
ら
れ
、
３
，
２
０
０
程
度
あ
っ
た
地
方

自
治
体
が
数
年
間
で
１
，
８
０
０
を
下
回
る

ま
で
に
な
る
な
ど
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻

く
環
境
は
急
速
に
変
化
し
た
時
期
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、
本
町
に

お
い
て
は
平
成
19
年
９
月
に
当
面
の
間
は
市

町
村
合
併
を
し
な
い
方
針
を
立
て
、
今
日
ま

で
積
極
的
な
行
政
改
革
を
進
め
る
な
か
で
持

続
可
能
な
行
政
運
営
に
努
め
て
き
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

⑵	

意
義

　

現
在
の
経
済
状
況
は
、
平
成
20
年
の
秋
以

降
の
ア
メ
リ
カ
の
金
融
危
機
か
ら
世
界
同
時

　

経
済
状
況
の
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
き
、
町
税
収
入
が
、
今
後
も
減
収

傾
向
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
行
財
政
の
改
革
・
改

善
を
推
進
し
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
よ
り
健
全
で
持
続
可
能
な
行

財
政
運
営
を
お
こ
な
う
た
め
、
第
４
次
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
号

で
は
、
そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

不
況
に
陥
り
、
そ
の
後
も
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
町
税
収
入
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
減
収
傾
向
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
引
き

続
き
、
積
極
的
な
行
政
改
革
を
進
め
て
、
持

続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
第
３
次
行
政
改
革
大
綱

を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
積
み
残
し
た
課
題

や
今
後
新
た
に
発
生
が
予
測
さ
れ
る
諸
課
題

を
整
理
し
た
う
え
で
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
や
よ
り
健
全
で
持
続
可
能
な
行

財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
、
第
３
次
行

政
改
革
大
綱
の
基
本
的
な
部
分
を
引
き
継
ぐ

な
か
で
、
第
４
次
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、

行
財
政
の
改
革
・
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
と

し
ま
す
。

　

町
は
、住
民
の
要
望
を
的
確
に
把
握
し
、常

に
住
民
の
意
向
を
尊
重
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
す
る
た
め
、引
き
続
き
住
民
と
の「
協

働
と
連
携
」
に
よ
る
行
政
運
営
を
お
こ
な
い

ま
す
。
ま
た
、限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
活
用
の

た
め
、
コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
簡
素
で
効
率
的

な
行
財
政
運
営
を
お
こ
な
い
、
中
期
的
な
財

政
計
画
に
よ
り
、
収
支
均
衡
を
確
保
し
、
安

定
し
た
行
財
政
運
営
基
盤
の
確
立
を
図
り
ま

す
。

⑴	

事
務
事
業
の
見
直
し
と
改
善

①
事
務
事
業
の
整
理
合
理
化

　

行
政
評
価
制
度
を
活
用
し
、
事
務
事
業
の

効
率
性
（
費
用
対
効
果
）
と
有
効
性
（
目
標

達
成
度
）
を
客
観
的
に
分
析
・
評
価
し
て
、住

民
の
複
雑
多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
や
新
た

な
行
政
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る
施
策
の
厳

選
化
・
重
点
化
に
努
め
ま
す
。

久
御
山
町
第
４
次
行
政
改
革
大
綱

行
政
改
革
の
推
進
経
過
と

意
義

行
政
改
革
の
基
本
姿
勢

行
政
改
革
の
重
点
項
目

コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
効
率
的
行
政
運
営
で

　

安
定
し
た
行
財
政
運
営
基
盤
の
確
立
を
め
ざ
し
ま
す
。
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平成 22 年度当初予算

②
補
助
金
等
の
整
理
合
理
化

　

行
政
の
責
任
分
野
、
経
費
負
担
の
あ
り
方
、

費
用
対
効
果
等
を
勘
案
し
、
時
代
の
変
化
等

に
伴
っ
た
補
助
金
等
の
支
出
を
考
え
、
廃
止
・

縮
小
・
統
合
や
終
期
の
設
定
等
の
整
理
合
理

化
を
進
め
ま
す
。

③
使
用
料
等
の
適
正
化

　

公
平
性
と
自
主
財
源
の
確
保
を
図
る
た
め
、

行
政
コ
ス
ト
と
の
均
衡
や
公
共
性
、
社
会
的

弱
者
に
配
慮
し
た
使
用
料
等
の
見
直
し
を
お

こ
な
い
ま
す
。

④
民
間
委
託
等
の
推
進

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
維
持
・
向
上
等
し
つ

つ
、
効
率
性
・
経
済
性
を
考
慮
し
、
委
託
等

が
可
能
な
業
務
に
つ
い
て
民
間
委
託
等
を
し

ま
す
。

⑤
広
域
行
政
の
推
進

　

近
隣
市
町
と
の
連
携
を
深
め
、
行
政
需
要

を
一
体
的
に
担
う
広
域
行
政
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
京
都
府
内
の
市
町
村
税
務
業
務
の
運

営
を
は
じ
め
消
防
業
務
の
広
域
化
の
推
進
の

ほ
か
、
市
町
村
業
務
シ
ス
テ
ム
の
共
同
開
発

を
積
極
的
に
活
用
し
、
開
発
や
保
守
に
係
る

経
費
の
節
減
を
図
り
ま
す
。

⑵	

行
政
組
織
の
再
編
・
強
化

　

時
代
の
変
化
に
的
確
に
対
応
で
き
る
、
わ

か
り
や
す
く
即
応
性
の
高
い
柔
軟
な
組
織
・

機
構
へ
の
再
編
し
、
命
令
系
統
の
連
携
調
整

の
機
能
や
職
員
の
主
体
性
を
発
揮
で
き
る
組

織
へ
強
化
を
図
り
ま
す
。

⑶	

定
員
管
理
と
報
酬
・
給
与
等
の
適
正
化

①
定
員
管
理
の
適
正
化

　

中
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
職
員
数
の
適
正

化
に
努
め
ま
す
。ま
た
、新
し
い
行
政
課
題
や

主
要
事
務
事
業
を
抱
え
る
部
門
へ
計
画
的
・

重
点
的
に
職
員
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
民

間
委
託
等
に
よ
り
、
行
政
需
要
の
変
化
に
見

合
っ
た
柔
軟
な
職
員
配
置
を
お
こ
な
い
ま
す
。

②
給
与
等
の
適
正
化

　

特
別
職
等
の
報
酬
は
、
近
隣
市
町
の
実
態

把
握
し
て
、
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

　

職
員
給
与
は
、
国
に
準
拠
し
た
制
度
と
そ

の
運
用
を
基
本
に
、
適
正
な
給
与
体
系
に
努

め
、
職
員
の
能
力
・
実
績
を
よ
り
重
視
し
た

給
与
体
系
へ
の
転
換
な
ど
を
図
り
ま
す
。

⑷	

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る

　

	

職
員
資
質
の
向
上
と
人
材
育
成

①
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
質
の
向
上

　

住
民
に
信
頼
さ

れ
る
職
員
を
め
ざ

し
、
あ
い
さ
つ
や

電
話
応
対
は
も
と

よ
り
、
親
切
・
丁

寧
・
正
確
・
迅
速
・

公
平
を
む
ね
と
し

た
サ
ー
ビ
ス
の
徹

底
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
の
利
便
性
・
快
適
性
を
高
め

る
た
め
、
勤
務
時
間
の
割
振
り
変
更
や
各
種

申
請
手
続
き
の
電
子
化
な
ど
の
検
討
を
お
こ

な
い
ま
す
。

②
職
員
資
質
の
向
上
と
人
材
育
成

　

職
員
の
資
質
・
能
力
を
高
め
る
た
め
職
員

研
修
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、職
員
の
意
識
改
革
を
実
行
し
、職
員

が
意
欲
的
に
職
務
に
従
事
す
る
た
め
の
、
公

平
公
正
な
人
事
評
価
制
度
の
導
入
や
女
性
職

員
の
積
極
的
な
登
用
な
ど
に
よ
り
、
人
材
活

用
を
図
り
ま
す
。

⑸	

行
政
情
報
化
等
の
推
進

　

Ｉ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
行

政
情
報
の
共
有
化
や
相
互
利
用
、
ペ
ー
パ
レ

ス
化
を
図
り
ま
す
。

⑹	

公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上

①
公
正
で
透
明
な
町
政
の
推
進

　

情
報
公
開
制
度
や
行
政
手
続
制
度
の
促

進
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
な
ど
の
活

用
に
よ
り
、
町
政

へ
の
住
民
参
加
を

推
進
し
、
行
政
の

公
正
性
の
確
保
と

透
明
性
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

②
広
報
広
聴
活
動

の
充
実

　

住
民
と
の
情
報
の
共
有
化
を
図
る
た
め
、

「
広
報
く
み
や
ま
」
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充

実
な
ど
、
行
政
情
報
を
住
民
に
わ
か
り
や
す

く
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
住
民
が
真
に
求
め

て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
「
町
政

を
見
る
会
」
を
は
じ
め
「
町
政
モ
ニ
タ
ー
制

度
」
や
「
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
」
に
よ
り
、
広
く

住
民
の
声
を
聴
く
よ
う
努
め
ま
す
。

⑺	
経
費
の
節
減
合
理
化
等
と
財
政
の
健
全
化

①
経
常
経
費
の
節
減

　

物
件
費
や
維
持
補
修
費
な
ど
の
経
常
的
経

費
は
、
節
減
を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
冷
暖

房
温
度
の
適
正
化
や
昼
休
み
の
消
灯
、
ペ
ー

パ
レ
ス
化
、
再
生
紙
の
使
用
な
ど
「
久
御
山

セ
ー
ビ
ン
グ
プ
ラ
ン
」
や
「
Ｋ
Ｅ
Ｓ
」 

に
基

づ
い
た
省
エ
ネ
対
策
を
図
り
経
費
削
減
と
資

源
の
リ
サ
イ
ク
ル
化
に
努
め
ま
す
。

②
財
政
の
健
全
化

　

町
税
を
は
じ
め
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護

保
険
料
な
ど
の
滞
納
対
策
の
強
化
を
図
り
、

収
納
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

特
別
会
計
や
企
業
会
計
は
、
独
立
採
算
制

が
基
本
で
す
。
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
の
抑
制
に
努
め
る

と
と
も
に
、
適
正
な
保
険
税
の
検
討
を
お
こ

な
い
ま
す
。
ま
た
、
公
共
下
水
道
は
、
独
立

し
た
会
計
制
度
の
導
入
に
向
け
た
検
討
を
お

こ
な
い
ま
す
。
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
健
全
な
経
営
に
努

め
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
の
３
年
間

を
推
進
期
間
と
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
大
綱

に
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、

改
革
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、
積
極
的
に

対
応
し
ま
す
。

　
「
町
行
政
改
革
推
進
本
部
」
を
中
心
に
、全

庁
的
な
行
政
改
革
の
確
実
な
進
捗
管
理
の
も

と
、意
識
強
化
を
図
り
、職
員
が
一
丸
と
な
っ

た
行
政
改
革
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

第
４
次
行
政
改
革
綱
本
文
や
第
３
次
行
政

改
革
大
綱
総
括
な
ど
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

行
政
改
革
の
推
進
期
間

行
政
改
革
の
推
進
体
制
等
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みんなが主役 
まちの話題 ! あ・れ・こ・れ

2010	Kumiyama

小学生冬季ドッジボール大会（2月20日・総合体育館）

2010	Kumiyama
花いっぱい運動（2月19日・御牧幼稚園）

（平成20年10月 17日）
歌が大好きな愛生ちゃん

これからも元気でいてね♡
佐古　父 泰司さん・母 敏さん

片
かた

山
やま

 姫
き ら

来・夢
ゆ め

芽ちゃん 
（平成18年10月 6日）（平成21年1月14日）

いつもニコニコの２人。
これからも元気で明るく成長していってね。

市田　父 伸一さん・母 絵理沙さん

本
ほん

田
だ

 桃
も も か

香・櫂
か い と

友ちゃん 
（平成17年3月16日）（平成21年1月29日）

いつもかわいい笑顔を
ありがとう。

林　父 真朗さん・母 明日香さん

愛情たっぷりのみそづくり
　4月25日オープンの「まちの駅クロスピアくみやま」
で、地元の農作物などを使った野菜ジャムやみそなどの製
造が始まっています。
　3月5日、農産物直売所加工部会女性部のメンバーが久
御山町産の米と昨年11月下旬に坊之池で収穫された大豆
を使ってのみそづくりをおこない、メンバーの人からは、
「新しい施設なので、麹菌がうまく繁殖するか不安ですが、
愛情はたっぷり
はいっています
ので美味しいみ
そができると思
っています。」と
話され、まちの
駅に並ぶ日を心
待ちにされてい
ます。

山
やまぐち

口 愛
あ き

生ちゃん 

キンボールで地域の絆を深める。
　3月6日、佐山小学校体育館で第１回佐山まなび塾が、
開催され、46人の親子がニュースポーツのキンボールを
楽しみました。大きくて軟らかいボールがはじきだされる
と、チームみんなで落とさないように息を合わせてボール
をキャッチ。試合が終わると息を弾ませながら「楽しかっ
た〜、いい汗かいたね」などの声があがっていました。
　佐山まなび塾は、子どもたちの「安全安心な居場所」の
確保と地域住民の絆

きずな

を深めるため今回発足しました。

新しい名産品製作中
まちの駅クロスピアくみやま

▲地元産の大豆を使ったみそづくり

佐山まなび塾
佐山小学校体育館

▲ボールを追う参加者
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2010	Kumiyama

久御山町社会福祉大会
（3月 6日・役場庁舎コンベンションホール）

2010	Kumiyama
矢形餅の神事（3月 6日・室城神社）

2010	Kumiyama

京滋バイパス合同防
災訓練

（2月25日・久御
山ジャンクション）

平成 22 年 2 月 10 日から 3 月 9 日までの受付分（敬称略）

2010	Kumiyama

澄んだ鉦の音が春を告げる
　3月13日・14日、東一口の安養寺の春祭りがおこなわ
れ、十一面観音に双

そうばん

盤鉦
かね

による双盤念仏が奉納されました。
　双盤念仏は、カシラと呼ばれるリーダーの合図で打手が
10基の鉦を息を合わせて打ち鳴らしながら念仏を唱える
もので、独特の強弱や速度は代々伝承され、現在は地元保
存会（38人）が受け継いでいます。
　この２日間、双盤鉦の澄んだ音色が地域に春のお訪れを
告げていました。

根つきのよい強い苗づくり
　町特産品の淀苗の接ぎ木作業が、北藤育苗組合( 山本範
樹組合長)  の16軒の皆さんのもと最盛期を迎えています。
　約550年の歴史をもつ淀苗づくりは、育苗に適した砂質
土壌で育てられ、消費者から「 根つきがよく、実りが多い
良い苗」と喜ばれ、関西各地に出荷されています。
　台

だ い き

木にカミソリで切り込みを入れ、穂
ほ

木
ぎ

の切り口とをあ
わせてとめるという繊細な接ぎ木作業が、今月中旬の出荷
のピークに向け連日続いています。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご  

結  

婚

お  

誕  

生

地
区
名

夫
の
氏
名

妻
の
氏
名

藤
和
田 

柏
﨑　
　

学 

柏
﨑　

祐
子

島　

田 

坂
尾　

龍
太 

坂
尾　

摩
美

佐　

山 

達
谷　

龍
馬 

達
谷
あ
ず
沙

地
区
名

出  

生  

児

父 

・ 

母

大
橋
辺 

田
中　

督と
く
ま馬 

泰
寛
・
玲
子

島　

田 

政
田　

千ち

明あ
き 

哲
尚
・
佳
純

　

〃 

小
林　

優ゆ
う
た太 

尚　

・
純
子

　

林 

森　

絵え

れ

な
蓮
奈 

陽
次
・
朱
里

下
津
屋 

青
砥　

優ゆ

ず珠 

　
　

・
沙
樹

▲息の合った双盤鉦を鳴らす皆さん

安養寺の春祭り
安養寺（東一口）

▲ 1本ずつ手作業でおこなわれる作業

淀苗の接ぎ木
北川顔・藤和田地区

新木津川大橋開通式（3月13日・新木津川大橋）
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「
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
」
は
、
バ
ス
利
用

者
な
ど
の
休
憩
所
を
兼
ね
る
と
と
も
に
、
町

の
情
報
や
農
商
工
の
産
業
情
報
を
発
信
す
る

施
設
で
、
１
階
に
バ
ス
の
待
合
ロ
ビ
ー
と
行

政
・
商
工
業
情
報
な
ど
を
発
信
・
案
内
す
る

展
示
ロ
ビ
ー
、
特
産
品
加
工
室
（
２
室
）、
農

産
物
と
そ
の
加
工
品
、
商
工
業
製
品
な
ど
の

特
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

　

ま
た
、
２
階
に
は
、
工
業
製
品
な
ど
の
技

術
自
慢
の
展
示
を
お
こ
な
う
産
業
情
報
ロ
ビ

ー
や
町
内
事
業
所
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た

だ
け
る
２
つ
の
交
流
室
、
も
の
づ
く
り
サ
ロ

ン
な
ど
を
設
け
ま
す
。

　

こ
の
「
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
」
か
ら
、ま

ち
の
産
業
や
観
光
な
ど
の
情
報
を
発
信
し
て
、

産
業
の
活
性
化
を
図
る
に
ぎ
わ
い
交
流
拠
点

を
め
ざ
し
ま
す
。

　

一
方
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
町
内
巡
回

バ
ス
「
の
っ
て
こ
バ
ス
」
お
よ
び
路
線
バ
ス

な
ど
の
バ
ス
交
通
の
充
実
と
ツ
ア
ー
バ
ス
や

空
港
バ
ス
の
立
寄
り
な
ど
を
誘
導
し
、
バ
ス

の
利
便
性
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
オ
ー
プ
ン
式
典
で
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
の
後
、
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
利
用
は
、
26
日
㈪

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
」
の
オ
ー

　

平
成
17
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
た
新
市
街
地
整
備
事
業
の
集
大
成
と
し
て
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と

と
も
に
ま
ち
の
駅
「
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
」
が
完
成
し
、
４
月
25
日
㈰　

午
前
10
時
（
予
定
）
に
ジ
ャ

ス
コ
久
御
山
店
の
南
東
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

プ
ン
に
あ
わ
せ
、
次
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
の
駅
オ
ー
プ
ン
の
式
典
終
了
後
、
次

の
と
お
り
関
西
国
際
空
港
で
飛
行
機
や
空
港

関
連
施
設
の
見
学
を
す
る
記
念
バ
ス
ツ
ア
ー

を
実
施
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
家
族
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
４
月
25
日
㈰　

午
前
10
時
30
分
〜
午

　
　

後
４
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

定
員
／
40
人

費
用
／
大
人
５
０
０
円
、
小
学
生
以
下
３
０

　
　

０
円
（
バ
ス
代
・
見
学
代
・
昼
食
代
な
ど
）

※
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
や
関
西
国
際
空
港
で
の

買
い
物
な
ど
の
費
用
は
、
各
自
で
ご
負
担

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
４
月
９
日
㈮　

午
後
５
時
（
必
着
）
ま
で
に
、
は
が
き
・

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
で
、
参
加

者
全
員
（
１
枚
に
つ
き
４
人
ま
で
）
の
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
年
齢
・
性
別
を

ご
記
入
の
う
え
、
都
市
計
画
課
（
〒
613

︱
8585
（
住
所
記
載
不
要
）、
☎
０
７
５

（
６
３
１
）
９
９
６
６
、０
７
７
４
（
４

　
　

５
）
３
９
１
５
、　

０
７
５
（
６
３
２
）

　
　

５
５
５
８
、　tokei@

tow
n.kum

iya
　
　

m
a.kyoto.jp

）
へ
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
で
決
定

　

し
ま
す
。
当
選
者
の
み
に
４
月
17
日
㈯
ま

　

で
に
、
日
程
表
な
ど
を
郵
送
し
ま
す
。

◎
特
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー

・ 「
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
」
で
焼
い
た
お
い

し
い
パ
ン
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
か
ら
プ
レ
ゼ

ン
ト

・ 

町
産
農
産
物
を
使
っ
た
加
工
品
を
先
着

２
０
０
人
に
進
呈

◎
２
階
も
の
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー

・ 

工
業
関
係
者
に
よ
る
町
内
企
業
の
紹
介

・ 

こ
れ
か
ら
の
セ
ミ
ナ
ー
や
催
し
も
の
な
ど

の
案
内

◎
特
設
コ
ー
ナ
ー

・ 

工
業
関
係
者
が
製
作
し
た
餅
つ
き
器
に
よ

る
餅
つ
き
大
会

・ 

農
産
物
直
売
所
に
よ
る
野
菜
の
即
売

・ 

町
内
企
業
な
ど
の
製
品
の
試
食
と
販
売

◎
の
っ
て
こ
バ
ス
一
日
無
料
乗
車

　

当
日
は
、
町
が
独
自
に
実
施
し
て
い
る
毎

月
最
終
日
曜
日
の
「
バ
ス
の
日
」
で
す
。

　

の
っ
て
こ
バ
ス
は
、
無
料
で
乗
車
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。

◇
◇
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
◇
◇

　

ま
ち
の
駅
「
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
」

　

オ
ー
プ
ン
記
念
バ
ス
ツ
ア
ー

▲オープンするまちの駅「クロスピアくみやま」

ま
ち
の
駅
「
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
」が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
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京阪淀駅

淀新町

北川顔
相島西

中島

前川橋

東一口南
相島北
御牧小学校

島田ＮＴＴ北

田井荒見

久御山町役場前

下津屋北

時計回りルート
反時計回りルート

ルート西
ルート（１，２便目ルート）

ルート（反時計回り１便目ルート） 下津屋サンハイツ

佐山東代

垣内

佐山小学校東

西林

市田

新タマキ

佐古西

野村口

東
社
神
藤
大

前
ス
レ
パ
協
近

池
之
坊

前
堂
会
公
島
相

口
一
西

口
木
並
桜

前
場
機
水
排

牧
御

東
村

駅
の
ち
ま

前
苑
見
荒
・
園
公
央
中

前
校
学
中

南
屋
津
下

口
屋
津
下

山
佐

古
佐

口
地
団
山
御
久 林

園
公
央
中
栄

町
栄
西

地
団
山
御
久

のってこバス（巡回バス）全路線図

西
東
東
東

行政ニュース 

◎主なバス停の時刻表

　のってこバスは、まちの駅「クロスピアくみやま」の
オープンに合わせて、4 月 26 日㈪から新運行内容で再
スタートします。
　東ルートは、新たにループ状の運行ルートとし、役場
を起点に時計回り・反時計回りを原則、交互に運行しま
す。「まちの駅ジャスコ久御山店前」での西ルートとの
乗り継ぎ時間や所要時間の短縮を図りました。
　また、東、西ルートともバス停の休止や新設などをお
こないます。

運行内容変更のポイント
○ループ状の運行ルート（東ルート）
○所要時間の短縮（東ルート）
○東西ルートの乗り継ぎ時間の短縮

※反時計回りルート運行時は、道路事情などにより
「栄中央公園」には停まりませんので、「西栄町」を
ご利用ください。

問い合わせ／都市計画課

巡回バス東ルート
時計回りルート
 停留所名 ① ② ③ ④ ⑤

久御山町役場前（発）

中央公園 ･ 荒見苑前

栄中央公園

佐山

久御山町役場前（着）

まちの駅ジャスコ
久御山店前（発）

 8:22 9:14 11:44 14:14 16:44

 8:27 9:19 11:49 14:19 16:49

 8:37 9:29 11:59 14:29 16:59

 8:51 9:43 12:13 14:43 17:13

 8:58 9:50 12:20 14:50 17:20

 9:06 9:58 12:28 14:58 17:28

反時計まわりルート
 停留所名 ① ② ③ ④ ⑤

久御山町役場前（発）

佐山

栄中央公園

中央公園 ･ 荒見苑前

久御山町役場前（着）

まちの駅ジャスコ
久御山店前（発）

  10:14 12:44 15:14 17:44

  10:22 12:52 15:22 17:52

 7:48 − − − −

 8:05 10:44 13:14 15:44 18:14

 − 10:51 13:21 15:51 18:21

 8:15 10:56 13:26 15:56 18:26

巡回バス西ルート
 停留所名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

まちの駅ジャスコ久御山店前

御牧小学校（JA 御牧支店前）

前川橋

坊之池（楽生苑前）

京阪淀駅

 6:52 8:19 9:34 10:49 12:04 13:19 14:34 15:49 17:04 18:19

 6:58 8:25 9:40 10:55 12:10 13:25 14:40 15:55 17:10 18:25

 − 8:32 9:47 11:02 12:17 13:32 14:47 16:02 17:17 18:32

 7:10 8:41 9:56 11:11 12:26 13:41 14:56 16:11 17:26 18:41

 7:18 8:49 10:04 11:19 12:34 13:49 15:04 16:19 17:34 18:49

 停留所名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

京阪淀駅

坊之池（楽生苑前）

前川橋

御牧小学校（JA 御牧支店前）

まちの駅ジャスコ久御山店前

 7:34 8:54 10:09 11:24 12:39 13:54 15:09 16:24 17:39 18:54

 7:42 9:02 10:17 11:32 12:47 14:02 15:17 16:32 17:47 19:02

 − 9:10 10:25 11:40 12:55 14:10 15:25 16:40 17:55 19:10

 7:54 9:18 10:33 11:48 13:03 14:18 15:33 16:48 18:03 19:18

 8:00 9:24 10:39 11:54 13:09 14:24 15:39 16:54 18:09 19:24

のってこバスの運行内容が
　　　　　　　新しくなります
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　町では、住民のみなさんに安全な
水道水を安心してご使用いただくた
めに、水道法に基づく水質検査を定
期的におこなっています。
　平成 21 年度の水質検査結果は、次
のとおりです。また、平成 22 年度水

質検査計画を策定しました。計画書
（全文）は、水道課の窓口や町ホーム
ページでご覧いただけます。
　今後もより一層、安定した水質管
理に努めます。
問い合わせ／水道課

　
「
久
御
山
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」素
案
に
対
す

る
ご
意
見
な
ど
に
つ
い
て
、
取
り
ま
と
め
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

意
見
の
募
集
は
、
素
案
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
全
世
帯
に
配
布
し
、
１
月
４
日
か
ら
31
日

ま
で
の
間
に
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、次

の
よ
う
に
全
体
で
５
通
、
意
見
数
で
13
件
の

ご
意
見
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
要
望
を

集
約
し
、
そ
の
概
要
と
町
の
考
え
方
を
取
り

ま
と
め
た
も
の
を
４
月
１
日
㈭
か
ら
30
日
㈮

ま
で
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
水
道
課
窓
口
で
も
自
由
に
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　

多
く
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
素
案
に
対
す
る
意
見
〉

・ 

事
業
の
方
向
性
の
確
認
や
必
要
に
応
じ
た

計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

・ 

水
道
料
金
の
改
定
の
必
要
性
に
つ
い
て

・ 

施
設
の
更
新
に
関
す
る
費
用
負
担
に
つ
い

て
・ 

水
道
事
業
経
営
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

・ 

鉛
製
給
水
管
の
解
消
に
つ
い
て

・ 

工
場
や
事
業
所
等
へ
の
方
策
に
つ
い
て

・ 

運
営
基
盤
の
強
化
で
示
さ
れ
た
指
標
に
つ

い
て

・ 

将
来
像
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
つ
い
て

・ 

料
金
体
系
に
つ
い
て

・ 

北
浦
配
水
場
内
で
の
公
園
設
置
に
つ
い
て

・ 

管
路
工
事
の
方
法
に
つ
い
て

・ 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
方
法
に
つ

い
て

・ 

そ
の
他

問
い
合
わ
せ
／
水
道
課

平成 21 年度　　水質基準項目の水質検査結果

 1 一般細菌 個／ｍ㍑ 100 以下 検出せず 検出せず 検出せず
 2 大腸菌  検出されない事 検出せず 検出せず 検出せず
 3 カドミウム及び化合物 ｍｇ／㍑ 0.01 以下 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
 4 水銀及びその化合物 ｍｇ／㍑ 0.0005 以下 0.00005 未満 0.00005 未満 0.00005 未満
 5 セレン及びその化合物 ｍｇ／㍑ 0.01 以下 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
 6 鉛及びその化合物 ｍｇ／㍑ 0.01 以下 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
 7 ヒ素及びその化合物 ｍｇ／㍑ 0.01 以下 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
 8 六価クロム化合物 ｍｇ／㍑ 0.05 以下 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満
 9 シアン化物イオン及び塩化シアン ｍｇ／㍑ 0.01 以下 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
 10 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 ｍｇ／㍑ 10 以下 0.53 0.40  0.477
 11 フッ素及びその化合物 ｍｇ／㍑ 0.8 以下 0.12 0.09 0.106
 12 ホウ素及びその化合物 ｍｇ／㍑ 1.0 以下 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満
 13 四塩化炭素 ｍｇ／㍑ 0.002 以下 0.0002 未満 0.0002 未満 0.0002 未満
 14 １．４- ジオキサン ｍｇ／㍑ 0.05 以下 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満
 15 シスー 1,2 −ジクロロエチレン及びトランスー 1,2- ジクロロエチレン ｍｇ／㍑ 0.04 以下 0.004 未満 0.004 未満 0.004 未満
 16 ジクロロメタン ｍｇ／㍑ 0.02 以下 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満
 17 テトラクロロエチレン ｍｇ／㍑ 0.01 以下 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
 18 トリクロロエチレン ｍｇ／㍑ 0.03 以下 0.002 0.002 0.002
 19 ベンゼン ｍｇ／㍑ 0.01 以下 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
 20 塩素酸 ｍｇ／㍑ 0.6 以下 0.10  0.06 未満 0.07
 21 クロロ酢酸 ｍｇ／㍑ 0.02 以下 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満
 22 クロロホルム ｍｇ／㍑ 0.06 以下 0.009 0.002 0.0043
 23 ジクロロ酢酸 ｍｇ／㍑ 0.04 以下 0.004 未満 0.004 未満 0.004 未満
 24 ジブロモクロロメタン ｍｇ／㍑ 0.1 以下 0.003 0.001 0.002
 25 臭素酸 ｍｇ／㍑ 0.01 以下 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
 26 総トリハロメタン ｍｇ／㍑ 0.1 以下 0.002 0.01 未満 0.012
 27 トリクロロ酢酸 ｍｇ／㍑ 0.2 以下 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満
 28 ブロモジクロロメタン ｍｇ／㍑ 0.03 以下 0.006 0.002 0.0036
 29 ブロモホルム ｍｇ／㍑ 0.09 以下 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満
 30 ホルムアルデヒド ｍｇ／㍑ 0.08 以下 0.008 未満 0.008 未満 0.008 未満
 31 亜鉛及びその化合物 ｍｇ／㍑ 1.0 以下 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満
 32 アルミニウム及びその化合物 ｍｇ／㍑ 0.2 以下 0.03 0.02 0.023
 33 鉄及びその化合物 ｍｇ／㍑ 0.3 以下 0.03 未満 0.03 未満 0.03 未満
 34 銅及びその化合物 ｍｇ／㍑ 1.0 以下 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満
 35 ナトリウム及びその化合物 ｍｇ／㍑ 200 以下 15 13 14
 36 マンガン及びその化合物 ｍｇ／㍑ 0.05 以下 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満
 37 塩化物イオン ｍｇ／㍑ 200 以下 13.2 11.6 12.31
 38 カルシウム、マグネシウム等（硬度） ｍｇ／㍑ 300 以下 39.8 37.2 38.53
 39 蒸発残留物 ｍｇ／㍑ 500 以下 120 105 112.6
 40 陰イオン界面活性剤 ｍｇ／㍑ 0.2 以下 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満
 41 ジェオスミン ｍｇ／㍑ 0.00001 以下 0.000001 未満 0.000001 未満 0.000001 未満
 42 ２−メチルイソボルネオール ｍｇ／㍑ 0.00001 以下 0.000001 未満 0.000001 未満 0.000001 未満
 43 非イオン界面活性剤 ｍｇ／㍑ 0.02 以下 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満
 44 フェノール類 ｍｇ／㍑ 0.005 以下 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満
 45 有機物（全有機炭素（ＴＯＣ）の量） ｍｇ／㍑ 3 以下 0.7 0.3 0.52
 46 ＰＨ値  5.8 以上 8.6 以下 7.26 6.92 7.121
 47 味  異常でない事 異常なし 異常なし 異常なし
 48 臭気  異常でない事 異常なし 異常なし 異常なし
 49 色度 度 5 以下 1 未満 1 未満 1 未満
 50 濁度 度 2 以下 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満
  残留塩素 ｍｇ／㍑ 管理基準 0.1 以上 0.6 0.4 0.46

 № 　　　検　　査　　項　　目 単位 水質基準値 最　高　 最　低 平　均

「
久
御
山
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
対
す
る

　

住
民
意
見
を
ま
と
め
ま
し
た

水道水の水質検査結果を
　　　　お知らせします
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行政ニュース 

公共下水道

新
た
に
使
用
可
能
に

９
・
５
㌶
が

スマッシー

下水道で
　きれいな川と
　　環境づくり

　

公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
地
域
の
ご
家
庭
や
事
業
所
な
ど
は
、
便
所

を
水
洗
化
し
、
生
活
排
水
と
と
も
に
、
公
共

下
水
道
管
に
接
続
す
る
た
め
の
排
水
設
備
工

事
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
排
水
設
備
工
事
は
、
公
共
下
水
が
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
日
か
ら
、
く
み
取

り
式
便
所
は
３
年
以
内
、
浄
化
槽
設
置
便
所

は
６
か
月
以
内
に
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

排
水
設
備
工
事
は
、
町
の
指
定
を
受
け
た

排
水
設
備
指
定
工
事
業
者
で
な
い
と
施
工
で

き
ま
せ
ん
。
町
で
は
、
１
１
６
業
者
を
指
定

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
下
水
道
課
窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
地
域
の
ご
家
庭
が
、
水
洗
便
所

へ
改
造
な
ど
の
排
水
設
備
工
事
を
す
る
と
き
、

設
備
資
金
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
町
内
の

金
融
機
関
に
融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
す
る
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
融
資
条
件
の
一
部
を
改
正
し
ま
し

た
。
詳
し
く
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
下

水
道
課
窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
融
資
制
度
が
利
用
で
き
る
人

　

次
の
①
〜
⑤
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
人
で
す
。（
工
場
や
事
業
所
は
対
象
外
）

①
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
独
立
し
た
生
計
を

　

営
ん
で
い
る
こ
と
。

②
町
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

③
償
還
能
力
が
あ
る
こ
と
。

④
費
用
を
一
度
に
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で

　

あ
る
こ
と
。

⑤
融
資
を
受
け
る
人
の
ほ
か
に
、
返
済
能
力

　

の
あ
る
保
証
人
を
一
人
立
て
ら
れ
る
こ
と
。

融
資
の
限
度
額
／
工
事
費
用
の
範
囲
内
で
１

　
　

０
０
万
円
以
内
（
１
万
円
単
位
）

融
資
期
間
／
84
か
月
（
７
年
）
以
内
（
６
か

月
単
位
）

融
資
利
率
／
年
利
１
・
０
パ
ー
セ
ン
ト

償
還
方
法
／
元
利
均
等
月
賦
償
還

利
子
補
給
／
融
資
を
受
け
た
と
き
か
ら
５
年

を
限
度
に
全
額
補
給
し
ま
す
。

申
し
込
み
／
工
事
契
約
の
と
き
、
排
水
設
備

指
定
工
事
業
者
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

下
水
道
使
用
料
は
水
道
使
用
水
量
に
よ
っ

て
算
定
し
、
２
か
月
ご
と
（
偶
数
月
）
に
水

道
料
金
と
一
緒
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

下
水
道
を
使
用
し
て
い
る
人
は
、
定
期
的

に
排
水
設
備
の
「
ま
す
」
を
点
検
し
、
必
要

に
応
じ
て
掃
除
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
ま
す
」
の
上
に
移
動
が
で
き
な
い

も
の
な
ど
を
置
か
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課

　

快
適
で
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
め
ざ
し
、昭
和
57
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
公
共

下
水
道
事
業
は
、
４
月
１
日
か
ら
新
た
に
９
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
地
域
で
下
水
道

が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
く
使
用
で
き
る
地
域
は
中
島
、
相
島
、
森
、
野
村
、
西
一
口
等
の
一
部
で

す
。
す
で
に
使
用
で
き
る
地
域
と
合
わ
せ
る
と
４
４
０
・
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な
り
、

全
体
計
画
面
積
の
約    

85
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

□
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域

□
新
た
に
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
区
域

▼中島、相島、森、野村、西一口等の一部

●
排
水
設
備
工
事
は
町
指
定
工
事
業
者
で

●
ご
利
用
く
だ
さ
い
町
の
融
資
制
度

●
下
水
道
使
用
料

●
排
水
設
備
の
点
検
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　狂犬病は、野生動物や家畜はもち
ろん人間にも感染し、一度発病する
と、治療法がなく必ず死亡する恐ろし
い病気です。アメリカ・ヨーロッパな
どの先進諸国や、お隣の韓国・中国で
も近年、動物に狂犬病が発生したとい
う報告があります。
　現在、日本ではその発生を食い止め
ていますが、いつ国内に侵入するかわ
かりません。
　必ず狂犬病予防注射を受けてくだ
さい。狂犬病の予防注射を受けない
と、愛犬だけでなくあなたや付近の人
を危険にさらすことになります。室内
犬でも狂犬病予防注射が必要です。

　ご家庭で飼われている生後91日以
上の犬は、法律により生涯に１回の登
録と毎年１回の狂犬病予防注射を受
けなければなりません。
　下表の日程で集合注射をおこない
ますので、近くの会場で受けてくださ
い。
料金／注射料………………2,650 円
　　　注射済票交付手数料…550 円
　　　登録手数料…………3,000 円
※すでに登録している犬の手数料は、

必要ありません。
問い合わせ／環境保全課

●狂犬病予防注射と登録

  時　間 会　場

午前９時30分 〜 10時10分 ミサワ林集会所

午前10時20分 〜 11時 栄３・４丁目集会所

午前11時10分 〜 11時50分 栄中央公園（２丁目）

午後１時10分 〜 １時40分 佐古公民館

午後１時50分 〜 ２時20分 松陽台集会所

午後２時30分 〜 ３時 佐山集荷場（淨安寺南側）

午前９時30分 〜 ９時50分 大橋辺公民館

午前10時 〜 10時30分 北川顔公会堂

午前10時40分 〜 11時10分 藤和田公会堂

午前11時20分 〜 11時50分 島田公会堂

  時　間 会　場

午後１時10分 〜 １時40分 下津屋公民館

午後１時50分 〜 ２時20分 田井公会堂

午後２時30分 〜 ３時 御牧保育所前

午前９時30分 〜 10時10分 市田公民館

午前10時20分 〜 10時50分 鈴間集会所

午前11時 〜 11時30分 

午後１時10分 〜 １時40分 

午後１時50分 〜 ２時20分 坊之池公会堂

午後２時30分 〜 ３時 役場（消防本部南側）

野村農家組合機械倉庫前
（野村公会堂北側）

旧ＪＡ京都やましろ
東一口事業所前

▼平成 22年度狂犬病予防集合注射の日程

※集合注射にお越しいただけない場合は、かかりつけの動物病院で受けてください。

　

京
都
府
で
は
、
大
腸
が
ん
検
診
の
受
診

の
大
切
さ
を
広
く
呼
び
か
け
、
受
診
の
輪
を

広
げ
て
い
く
活
動
を
全
国
で
展
開
し
て
い
る

「
ブ
レ
イ
ブ
サ
ー
ク
ル
」
と
共
同
で
、
次
の
と

お
り
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
５
月
16
日
㈰　

午
前
９
時
50
分
〜
午

後
３
時
（
午
前
９
時
受
付
開
始
）

※
小
雨
決
行

場
所
／
府
立
宇
治
公
園
（
中
の
島
）
お
よ
び

周
辺
道
路
（
宇
治
市
）

対
象
／
府
内
在
住
の
人

内
容
／
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

定
員
／
先
着
５
０
０
人

費
用
／
５
０
０
円
（
小
学
生
以
下
無
料
）

申
し
込
み
／
４
月
19
日
㈪
ま
で
に
、
ラ
ブ
＆

ブ
レ
イ
ブ
京
都
ウ
ォ
ー
ク
エ
ン
ト
リ
ー

事
務
局
☎
０
５
７
０
（
０
３
７
）
８
４

　
　

６
（
平
日
：
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
30

分
）、
専
用
電
話
☎
０
１
２
０
（
７
１

　
　

１
）
９
５
１
（
平
日
：
午
前
10
時
〜
午

　
　

後
５
時
30
分
）、　http://w

w
w

.sport
　
　

sentry.ne.jp

へ
。

問
い
合
わ
せ
／
ラ
ブ
＆
ブ
レ
イ
ブ
京
都
ウ
オ

　
　

ー
ク（
府
健
康
対
策
課
内
）☎
０
７
５（
４

　
　

１
４
）
４
７
３
８
（
平
日
：
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
）、　

０
７
５
（
４
３
１
）
３
９

　
　

７
０
、　kentai@

pref.kyoto.lg.jp

　

献
血
は
、
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
幅
広
い
層

に
わ
た
っ
て
で
き
る
、
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。
今
年
度
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
積

極
的
な
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
ま
た
は
京
都
府

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
５
（
５

　
　

３
１
）
０
１
１
１

▼平成 22年度の日程表
 日　時 場　所  日　時 場　所

平
成
22
年

平
成
22
年

平
成
23
年

 ４月 1 日㈭
 午前 10 時 〜 正午 

ジャスコ久御山店
  午後１時 〜 ３時 30 分 

 5 月 20 日㈭
 午前 10 時 〜 午後０時 15 分 ゆうホール

  午後２時 〜 ３時 30 分 中央公民館前

 6 月 2 日㈬
 午前 10 時 〜 正午 

ジャスコ久御山店
  午後１時 〜 ３時 30 分 

 ８月４日㈬
 午前 10 時 〜 正午 

ジャスコ久御山店
  午後１時 〜 ３時 30 分 

 ９月２日㈭
 午前 10 時 〜 正午 

中央公民館前
  午後１時 〜 ３時 30 分

 10 月６日㈬
 午前 10 時 〜 正午 

ジャスコ久御山店
  午後１時 〜 ３時 30 分 

 12 月１日㈬
 午前 10 時 〜 正午 

ジャスコ久御山店
  午後１時 〜 ３時 30 分 

 1 月 13 日㈭
 午前 10 時 〜 午後０時 15 分 ゆうホール

  午後 2 時 〜 ３時 30 分 中央公民館前

 ２月２日㈬
 午前 10 時 〜 正午 

ジャスコ久御山店
  午後１時 〜 ３時 30 分

献
血
に
ご
協
力
を

４
月  

12
日
㈪

実施
月日

４
月  

13
日
㈫

４
月  

13
日
㈫

４
月  

14
日
㈬

必ず狂犬病予防注射を受けましょうＬ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
＆
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ｅ

　

京
都
ウ
オ
ー
ク
２
０
１
０
を
開
催
し
ま
す
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行政ニュース 

　

投
票
日
の
当
日
、
都
合
で
投
票
所
へ
行
け

な
い
人
の
た
め
に
、
期
日
前
投
票
制
度
ま
た

は
不
在
者
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◎
期
日
前
投
票

　

投
票
日
（
４
月
11
日
）
に
投
票
所
に
行
け

な
い
と
見
込
ま
れ
る
人
が
、
期
日
前
投
票
所

に
お
い
て
、
投
票
日
の
前
に
投
票
で
き
る
制

度
で
す
。（
久
御
山
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
に
限
り
ま
す
。）

　

期
日
前
投
票
の
投
票
場
所
は
、
役
場
庁
舎

１
階
ロ
ビ
ー
で
す
。
投
票
で
き
る
期
間
は
、４

月
10
日
㈯
ま
で
で
、
投
票
時
間
は
、
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。
土
曜
日
、

日
曜
日
も
投
票
で
き
ま
す
。

◎
不
在
者
投
票

　

投
票
日
前
に
お
こ
な
う
次
の
投
票
は
、
不

在
者
投
票
と
な
り
ま
す
。

・ 

仕
事
先
や
旅
行
先
な
ど
の
名
簿
登
録
地
以

　

外
の
市
町
村
で
お
こ
な
う
投
票

・ 

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
で
お
こ

　

な
う
投
票

・ 

投
票
日
当
日
ま
で
に
満
20
歳
を
迎
え
る
が
、

　

投
票
を
行
う
日
現
在
、
ま
だ
20
歳
に
到
達

　

し
な
い
場
合
な
ど

問
い
合
わ
せ
／
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
広
報
行
政
課
内
）

　

１
人
で
も
多
く
の
人
が
投
票
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
投
票
日
の
前
で
も

投
票
で
き
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　久御山町の国民健康保険は、医療費の支出が増え、財
政が非常に厳しい状況となっています。
　加入者の医療と健康、生活を支えるため、平成 22 年
度から税率などの引き上げをおこないます。ご理解と
ご協力をお願いします。
問い合わせ／国保医療課

改正前 改正後
課税限度額   
　（医療分） ４７万円  ５０万円
　（支援分） １２万円 ⇒ １３万円
　（介護分） １０万円  １０万円

税率など   
（医療分）   
　所得割 ６．２％  ６．４％
　資産割 ２．８％ 

⇒
 廃止

　均等割（１人当たり） １７，８００円  １８，２００円
　平等割（世帯当たり） １９，８００円  ２０，８００円

（支援分）   
　所得割 １．５％  １．６５％
　資産割 ０．７％ 

⇒
 廃止

　均等割（１人当たり） ４，４００円  ４，６００円
　平等割（世帯当たり） ４，９００円  ５，１００円

（介護分）   
　所得割 １．８％  １．９％
　資産割 ０．３５％ 

⇒
 廃止

　均等割（１人当たり） ７，６００円  ７，８００円
　平等割（世帯当たり） ６，１００円  ６，３００円

　

平
成
22
年
度
か
ら
、
次
表
の
と
お
り
保
育

所
の
保
育
料
徴
収
金
額
が
改
定
さ
れ
、
第
８

階
層
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
人
以
上
の
お
子
さ
ん
が
保
育
所

な
ど
へ
入
所
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
経
済
的
な

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
同
時
に
入
所
さ
れ

て
い
る
場
合
、
３
人
目
以
降
の
お
子
さ
ん
の

保
育
料
は
無
料
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課

▼改定後の保育料
各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分 徴収金額（月額）

階層
区分

第１

第２

第３

第４

第５

第６

第７

第８

定　義 ３歳未満児 ３歳児 ４・５歳児

 0 円 0 円 0 円

 5,300 円 3,600 円 3,600 円

 11,700 円 9,900 円 9,900 円

 18,000 円 16,200 円 16,200 円

 26,700 円 24,900 円 22,300 円

 36,600 円 26,000 円 22,300 円

 48,000 円 26,000 円 22,300 円

 62,400 円 26,000 円 22,300 円

生活保護法による被保護世帯
（単給世帯を含む。）

第１階層及び第４階層
から第８階層を除き、
前年度分の市町村民税
の額の区分が次の区分
に該当する世帯

第１階層を除き、前年
分の所得税課税世帯で
あって、その所得税の
額の区分が次の区分に
該当する世帯

市町村民税
非課税世帯

市町村民税
課税世帯

40,000円未満

40,000円以上
103,000円未満

103,000円以上
413,000円未満

413,000円以上
734,000円未満

734,000円以上

４
月
11
日
㈰
は
京
都
府
知
事
選
挙
の
投
票
日

平成 22 年度から
国民健康保険税の税率などが変わります

保
育
所
保
育
料
の
改
定
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キ 
ャ

ン 
パ  

ス   

教
育
委
員
会
だ
よ
り

campus
No.13

　

本
町
の
子
ど
も
た
ち
の
生
活
習
慣
や
意
識

に
関
す
る
調
査
結
果
を
全
国
と
比
較
す
る
と
、

良
い
面
と
し
て
は
、
小
学
生
で
は
基
本
的
な

生
活
習
慣
に
つ
い
て
少
し
ず
つ
改
善
が
見
ら

れ
、
中
学
生
で
は
「
学
校
の
き
ま
り
は
守
っ

て
い
る
」「
友
達
と
の
約
束
は
守
っ
て
い
る
」

と
答
え
た
生
徒
が
多
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
課
題
も
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

〈
基
本
的
な
生
活
習
慣
〉

　

・
毎
朝
ご
は
ん
を
食
べ
ず
に
登
校
す
る
児

　
　

童
生
徒
が
多
い
。

　

・
就
寝
時
間
や
起
床
時
間
が
遅
い
。

　

・
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
る
児
童
生
徒
が

　
　

多
い
。（
使
用
時
間
が
長
い
）

〈
人
権
や
自
尊
感
情
に
関
す
る
意
識
〉

　

・
人
の
役
に
立
つ
人
間
に
な
り
た
い
と
思

　
　

っ
て
い
る
児
童
生
徒
が
少
な
い
。

　

・
自
分
に
は
良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
っ

　
　

て
い
る
児
童
生
徒
が
少
な
い
。

　

・
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
り
、
達
成
感

　
　

を
感
じ
た
り
し
た
こ
と
が
少
な
い
。

　

・
将
来
の
夢
や
希
望
が
あ
る
児
童
生
徒
が

　
　

減
少
傾
向
。

　

・
い
じ
め
は
絶
対
に
い
け
な
い
と
思
っ
て

　
　

い
る
児
童
生
徒
が
減
少
傾
向
。

〈
自
主
的
な
学
び
〉

　

・
休
み
の
日
の
学
習
時
間
が
短
い
。

　

・
宿
題
以
外
の
勉
強
を
す
る
こ
と
が
少
な

　
　

い
。

　

・
読
書
の
時
間
が
短
い
。

〈
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉

　

・
学
校
の
こ
と
を
話
す
児
童
生
徒
が
少
な

　
　

い
。

　

・
家
の
手
伝
い
を
す
る
児
童
生
徒
が
少
な

　
　

い
。

〈
地
域
や
社
会
へ
の
興
味
・
関
心
〉

　

・
地
域
の
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
が
少
な

　
　

い
。

　

・
地
域
の
自
然
や
歴
史
に
興
味
の
あ
る
児

　
　

童
生
徒
が
少
な
い
。

　

・
社
会
的
な
事
象
へ
の
興
味
・
関
心
が
低

　
　

い
。

　

生
活
習
慣
に
関
わ
る
質
問
で「
学
力
」と
関

係
が
深
い
と
考
え
ら
れ
る
項
目
を
３
つ
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
と
、「
毎
朝
ご
は
ん
を
食
べ
て

登
校
し
て
い
る
」「
家
の
人
と
学
校
の
話
を
よ

く
す
る
」「
携
帯
電
話
の
通
話
や
メ
ー
ル
を
し

て
い
る
割
合
が
少
な
い
」
と
答
え
た
児
童
生

徒
の
正
答
率
に
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
習
に
忍
耐
強
く
取
り
組
ん
だ
り
、

困
難
な
こ
と
や
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
り

す
る
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
基
に
な
る
自
尊
感

情
の
弱
さ
が
何
よ
り
気
が
か
り
で
す
。
自
尊

感
情
は
、
自
己
肯
定
感
や
自
己
有
用
感
と

い
っ
た
自
分
の
存
在
そ
の
も
の
や
愛
さ
れ
て

育
っ
た
と
い
う
自
信
に
よ
っ
て
育
ま
れ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、「
早
ね
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」

の
取
組
み
を
平
成
17
年
度
か
ら
は
じ
め
、
さ

ら
に
、「
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
や
「
１
日
の
活
力
」
の
基
と
し
て
「
あ

い
さ
つ
」
が
で
き
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
青
少
協
、
見
守
り
隊
の
皆
さ

ん
を
中
心
に
根
気
よ
く
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
今
後
な
お
一
層
、
保
護
者
や
地
域
の
皆

さ
ん
と
の
連
携
を
深
め
基
本
的
な
生
活
習
慣

の
確
立
に
向
け
て
取
組
み
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

学
校
で
も
、
学
期
毎
に
基
本
的
な
生
活

習
慣
を
中
心
に
生
活
点
検
活
動
を
お
こ
な
い
、

あ
い
さ
つ
運
動
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
学
習
習
慣
を
つ
け
る
た
め
の
「
家

庭
学
習
（
宿
題
）」
に
つ
い
て
も
各
校
で
検
討

し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果
に
つ
い
て
、
３
月
号
で
学

力
に
関
す
る
内
容
や
そ
の
取
組
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
今

号
で
は
、
生
活
習
慣
や
意
識
に
関
す
る
調
査
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・ 規則正しい生活習慣
　「早ね・早起き・朝ごはん」

・ 家族のコミュニケーション

・ 携帯電話の利用や時間に
　ついての約束

家庭でお願いしたい
　３つのポイント！

0％

している

どちらかといえばしている

あまりしていない

全くしていない

100％～75％
正答率

［小学校］ ［中学校］

75％～50％

50％～25％

25％～  0％

20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 0％

3時間以上

2時間以上

1時間以上

30分以上

100％～75％
正答率

75％～50％

50％～25％

25％～  0％

20％ 40％ 60％ 80％ 100％

Ｑ．家の人と学校の出来事について
話していますか

（平成 21年度全国結果より）

Ｑ．携帯電話で通話やメールをして
いますか。

平
成
21
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果

◉
生
活
習
慣
や
意
識
に
関
す
る

　
調
査
結
果

◉
結
果
を
受
け
て
の
取
組
み
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行政ニュース 

　

が
ん
は
、
早
期
で
あ
れ
ば
ほ
ぼ
治
癒
で
き

ま
す
。
早
期
に
発
見
で
き
る
よ
う
、
検
診
を

心
が
け
ま
し
ま
し
ょ
う
。

◆
大
腸
が
ん

　

大
腸
が
ん
は
、
発
生
し
た
が
ん
細
胞
の
位

置
に
よ
り
結
腸
が
ん
と
直
腸
が
ん
に
分
類
さ

れ
ま
す
。

　

結
腸
が
ん
と
直
腸
が
ん
で
は
、
性
質
も
症

状
も
治
療
法
も
異
な
り
ま
す
。
直
腸
や
左
側

結
腸
で
は
、
排
便
に
関
係
す
る
症
状
が
多
く
、

中
で
も
血
便
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
よ
く
痔

と
勘
違
い
し
て
、
放
置
す
る
人
も
あ
り
、
注

意
が
必
要
で
す
。
右
側
結
腸
は
、
排
便
に
関

係
す
る
症
状
が
出
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
は
、
が
ん
の
中
で
も
原
因
の
解

明
が
最
も
進
み
、
予
防
し
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
患
者
数
は
、増
加
傾
向
に
あ
り
、40

歳
以
上
の
人
は
、
年
に
１
回
検
診
を
受
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、検
診
の
結
果
、ポ
リ
ー
プ
が
発
見
さ

れ
た
と
し
て
も
あ
わ
て
る
こ
と
な
く
、
医
師

の
診
断
を
仰
ぎ
ま
し
ょ
う
。
検
診
で
み
つ
か

る
大
腸
ポ
リ
ー
プ
の
約
80
％
が
腺
腫
ポ
リ
ー

プ
と
呼
ば
れ
る
良
性
の
ポ
リ
ー
プ
で
す
。
５

㎜
以
上
あ
る
も
の
は
、
が
ん
細
胞
が
潜
ん
で

い
る
こ
と
が
多
く
、
内
視
鏡
で
切
除
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
５
㎜
未
満
の
ポ
リ
ー
プ
は
、

が
ん
の
危
険
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
原
則
と
し

て
と
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

残
る
20
％
は
、
過
形
成
性
ポ
リ
ー
プ
と
呼

ば
れ
、
が
ん
化
す
る
こ
と
は
極
め
て
ま
れ
な

た
め
、
一
部
の
大
き
い
も
の
を
除
い
て
は
切

除
し
ま
せ
ん
。

◆
大
腸
が
ん
の
検
診
方
法

　

大
腸
が
ん
検
診
で
は
一
般
的
に
、「
便
潜
血

検
査
」
を
実
施
し
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
で
は

さ
ら
に
「
全
大
腸
内
視
鏡
検
査
」
を
実
施
し

ま
す
。

●
便
潜
血
検
査

　

便
の
中
の
血
液
を
調
べ
、
大
腸
内
の
出
血

の
有
無
を
検
査
し
ま
す
。
精
度
を
上
げ
る
た

め
、
２
日
分
を
検
査
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

陽
性
と
判
定
さ
れ
た
人
は
、
必
ず
精
密
検

査
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
全
大
腸
内
視
鏡
検
査

　

直
腸
か
ら
盲
腸
ま
で
大
腸
全
体
を
内
視
鏡

で
観
察
す
る
検
査
で
す
。
疑
わ
し
い
細
胞
を

採
取
し
、
検
査
で
き
ま
す
。
高
度
な
技
術
が

必
要
な
た
め
、
主
に
精
密
検
査
で
お
こ
な
わ

れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

46
　

長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
を
定
め
た
「
健
康
く
み

や
ま
21
」
の
内
容
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。

あいあいホール便り子育て
支援セン

ター

○散歩に行こう
　近くの公園で一緒に遊びましょう。
日時／ 4 月 15 日㈭　午前９時 50 分〜 11 時 30 分
※雨天の場合は、中止します。
場所／佐古内屋敷公園
○ちいきであそぼ「つどいのひろば」
　今月は、大橋辺の集会所をお借りして「つどいのひろ
ば」を開きます。ご近所の皆さんも、お越しください。
日時／ 4 月 16 日㈮　午前９時 30 分〜 11 時 50 分
場所／大橋辺集会所
○開館２周年記念事業
　開館２周年を記念してみんなで楽しく過ごしましょう。
申し込みはいりません。お気軽にお越しください。
日時／４月 17 日㈯　午前 10 時〜 11 時
内容／お楽しみのイベント、親子で作りましょう。
○ベビーマッサージ
　天然の植物オイルを使い、赤ちゃんの心と体をリラッ
クスさせるマッサージをおこないます。
日時／ 4 月 28 日㈬　午前 10 時 30 分〜正午

対象／生後２か月からハイハイするまでの赤ちゃんとそ
の保護者

費用／１人 300 円
申し込み／同ホールへ。
○親子サロン
　毎月第２・４金曜日に開いています。
日時／４月９日㈮・23 日㈮　午前９時〜午後４時
場所／地域福祉センター２階視聴覚室
※ 23 日㈮　午前 11 時 30 分からは、図書館司書によ

る絵本の読み聞かせをおこないます。申し込みはいり
ません。お気軽にお越しください。
○お誕生会
　あいあいホールでは、毎月その月に誕生日を迎える友
だちを対象にお誕生会を開いています。みんなで歌を歌
ってお祝いします。写真入の誕生カードをプレゼントし
ます。
日時／４月 27 日㈫　午前 11 時 20 分からと午後３時

20 分からの２回

開館時間／午前８時 30 分〜午後５時
休館日／日曜・月曜日、祝日、年末年始
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図
書
館

図
書
館

【
開 

館 

時 

間
】

【
休   

館   

日
】

火
〜
金
曜
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

５
日
㈪
・
12
日
㈪

13
日
㈫
〜
16
日
㈮
（
特
別
整
理
日
）

19
日
㈪
・
26
日
㈪
・
30
日
㈮

■材料（４人分）
135

お肉３倍ステーキ
198㌔カロリー / １人分

食生活改善推進員協議会「久味の会」

こんにゃく ･･････････････････１枚
牛薄切り肉 ･･････････････････３枚
塩・コショウ ････････････････適量
小麦粉 ･･････････････････････適量
ニンニク ( ニンニクチップ用 ) ･･２片

めんつゆ（濃縮） ･････････ １００cc
水 ･･････････････････････ １００cc
ニンニク ( みじん切り ) ･･･････１片
玉ねぎ ･･････････････････ １／２個
バター ･･････････････････ 大さじ１

作り方 

①　こんにゃくを包丁の先でつつき、
味がしみ込みやすいようにする。

②　フライパンに油とチップ用にんに
くを入れ香りを出し、ニンニクを取
り出す。こんにゃくとめんつゆ、水
を合わせたものを入れ ( つゆを少し
残しておく ) 味をしみこませる。

③　まな板に肉を広げ、塩、コショウ、
小麦粉を振りこんにゃくの周りに巻

く。
④　再びフライパンに油を熱し、みじ

ん切りのニンニクで香りを出し、③
を焼き、残しておいたつゆを入れる。

⑤　別鍋ですりおろし玉ねぎを炒め、
最後にバターで風味をつけて、④の
上にかける。

⑥　⑤の上にニンニクチップを飾って
出来上がりです。

今
月
の
テ
ー
マ
図
書

∧
は
じ
め
ま
し
て
！　

︱
入
園
・
入
学
︱
∨

　

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

入
園
・
入
学
は
子
ど
も
も
親
も
、
わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
。
新
し
い

生
活
の
ス
タ
ー
ト
に
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

オ
ス
ス
メ
本

「
幼
稚
園
・
小
学
校　

お
母
さ
ん
の
お
つ
き
あ
い
と

マ
ナ
ー
」

成
美
堂
出
版

　

行
事
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い
て
の
疑
問
か
ら
、
子
供
同
士
の
ト
ラ

ブ
ル
・
マ
マ
友
と
の
お
つ
き
あ
い
と
い
っ
た
心
配
事
ま
で
…
。幼
稚
園
・

小
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み
を
ケ
ー
ス
別
に
取
り
上
げ
て
解
説

「
親
子
で
学
ぶ　

防
犯
の
知
恵
」

佐
伯
幸
子
著

　

防
犯
の
基
本
を
し
っ
か
り
押
さ
え
、
安
全
の
た
め
に
出
来
る
こ
と
を

わ
か
り
や
す
く
説
明
。
親
子
で
話
し
合
う
き
っ
か
け
に
な
る
本
で
す
。

「
は
じ
め
ま
し
て
」
児
童
書

新
沢
と
し
ひ
こ
作
・
大
和
田
美
鈴
絵

　
「
は
じ
め
ま
し
て
」
は
出
会
っ
て
最
初
の
ご
あ
い
さ
つ
。
み
ん
な

元
気
に
ご
あ
い
さ
つ
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
ね
！

新
着
図
書
の
紹
介

★
真
綿
荘
の
住
人
た
ち

（
島
本
理
生
著
）

　

レ
ト
ロ
な
下
宿
、
奇
妙
な
人
々
…
。

い
び
つ
で
切
な
い
、
下
宿
物
語
。

★
竜
の
涙  

ば
ん
ざ
い
屋
の
夜

（
柴
田
よ
し
き
著
）

　

東
京
・
丸
の
内
の
片
隅
に
あ
る
小
料

理
屋
。
寂
し
げ
な
美
人
女
将
の
手
料
理

を
求
め
て
、
今
夜
も
客
が
訪
れ
る

★
ど
ん
な
と
き
も
き
み
を

（
ア
リ
ス
ン
・
マ
ギ
ー
文
／
パ
ス
カ
ル
・

ル
メ
ー
ト
ル
絵
）

　

子
犬
は
言
う
の
。
僕
が
い
れ
ば
ど
ん

な
時
も
大
丈
夫
。
ど
う
し
て
な
の
？

★
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
の

　

し
あ
わ
せ
な
い
ち
に
ち

（
バ
レ
リ
ー
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
作
）

　

ヤ
ギ
先
生
に
か
ず
の
数
え
方
を
教

わ
っ
た
う
さ
ぎ
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
。

楽
し
く
っ
て
、
何
で
も
数
え
て
い
き
ま

す
。

む
か
し
ば
な
し
の
世
界
展

　

＝
「
子
ど
も
読
書
の
日
」
記
念
事
業
＝

　

４
月
23
日
は
、「
子
ど
も
読
書
の
日
」
で
す
。
ま
た
、
こ
の

日
か
ら
５
月
12
日
ま
で
は
、「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
で
す
。

図
書
館
で
は
、「
む
か
し
ば
な
し
の
世
界
」
と
題
し
て
、
図
書

展
示
を
お
こ
な
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

期
間
／
４
月
23
日
㈮
〜
５
月
12
日
㈬

特
別
整
理
に
よ
る
休
館
の
お
知
ら
せ

　

蔵
書
整
理
の
た
め
、
４
月
13
日
㈫
か
ら
16
日
㈮
ま
で
休
館
し

ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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2010
April 4

　

町
政
モ
ニ
タ
ー

　

町
で
は
、
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
町
政

に
対
す
る
ご
意
見
な
ど
を
お
聴
き
し
て
、
町

政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
町
政
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
20
歳
以
上
の
人
。

た
だ
し
、前
年
度
の
経
験
者
は
除
き
ま
す
。

任
期
／
平
成
22
年
５
月
〜
翌
年
３
月

内
容
／
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
な
ど

定
員
／
先
着
50
人

謝
礼
／
５
，
０
０
０
円
。
た
だ
し
、
ア
ン
ケ

　
　

ー
ト
の
回
答
が
な
い
と
き
は
、
減
額
し

ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
４
月
16
日
㈮
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
（
当
日
消
印
有
効
）
ま

た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・

在
勤
の
人
は
勤
務
先
の
所
在
と
名
称
・

「
町
政
モ
ニ
タ
ー
希
望
」と
ご
記
入
の
う

え
、
広
報
行
政
課
へ
。
電
話
不
可

　

荒
見
苑
草
花
教
室

　

町
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
草
花
教
室
を

開
き
ま
す
。

日
時
／
５
月
10
日
㈪
・
11
日
㈫　

い
ず
れ
も

午
後
２
時
〜
３
時

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

定
員
／
各
先
着
16
人

費
用
／
１
，
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
同
苑
へ
。
電
話

可

　

い
き
が
い
大
学

　

町
で
は
、
生
き
が
い
の
あ
る
充
実
し
た
人

生
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
幅
広
い
分
野

に
つ
い
て
学
習
す
る
た
め
、
い
き
が
い
大
学

を
開
講
し
ま
す
。

日
程
／
５
月
〜
翌
年
２
月
（
年
間
10
回
）

場
所
／
中
央
公
民
館
な
ど

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
４
月
30
日
㈮
ま

で
に
、
社
会
教
育
課
へ
。
電
話
可

※
老
人
ク
ラ
ブ
加
入
者
は
、
各
単
位
老
人
ク

ラ
ブ
で
申
し
込
み
を
取
り
ま
と
め
ま
す
。

　

久
御
山
ま
な
び
教
室
実
施
地
域

　
「
久
御
山
ま
な
び
教
室
」
は
、
自
治
会
単

位
で
つ
く
っ
た
運
営
委
員
会
を
中
心
に
、
土

曜
日
や
日
曜
日
の
子
ど
も
た
ち
の
「
安
心
安

全
な
居
場
所
」
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
事
業
を
通
じ
て「
地
域
住
民
の
絆

き
ず
なの
再
生
」

を
目
的
に
お
こ
な
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
安
心
し
て
学
び
、
体

験
し
、
交
流
し
、
遊
ぶ
場
所
を
自
治
会
地
域

内
に
設
け
、
そ
の
地
域
内
の
住
民
や
諸
団
体

が
指
導
し
た
り
、
見
守
っ
た
り
し
な
が
ら
子

ど
も
た
ち
が
健
全
に
育
つ
よ
う
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
に
実
施
を
希
望
さ
れ
る
自
治

会
に
は
、
役
員
会
に
出
向
い
て
説
明
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課

親
子
ニ
コ
ニ
コ
子
育
て
サ
ロ
ン

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
子
育
て
中
の

親
子
を
対
象
に
子
育
て
サ
ロ
ン
を
開
き
ま
す
。

日
時
／
４
月
19
日
㈪　

午
前
10
時
〜
午
後
１

　
　

時

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
／
う
ど
ん
作
り

定
員
／
15
組

費
用
／
１
組
２
０
０
円

持
ち
物
／
お
手
拭
き
・
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
４
月
15
日
㈭
ま

　
　

で
に
、
同
協
議
会
へ
。

第　

回
京
都
府
女
性
の
船

　

府
で
は
、「
京
都
府
女
性
の
船
」
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

実
施
時
期
／
６
月
11
日
㈮
〜
14
日
㈪　

３
泊

４
日

※
５
月
30
日
㈰
に
事
前
研
修
、
８
月
１
日
㈰

に
事
後
研
修
が
あ
り
ま
す
。

訪
問
地
／
北
海
道（
利
用
交
通
機
関　

往
路
：

フ
ェ
リ
ー
、
復
路
：
飛
空
機
）

対
象
／
府
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
女
性

内
容
／
講
義
、
テ
ー
マ
別
学
習
会
、
現
地
活

動
団
体
と
の
交
流
会

定
員
／
１
０
０
人

参
加
費
／
４
０
，
０
０
０
円

申
し
込
み
／
４
月
16
日
㈮
ま
で
に
、
社
会
教

育
課
に
備
え
付
け
の
参
加
申
込
書
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
同
課
へ
。

※
申
込
書
は
、
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

　

w
w

w
.pref.kyoto.jp/josei/annai.

　

htm
l

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
府
女
性
政
策
課
☎
０
７
５

（
４
１
４
）
４
２
９
１

４
月
１
日
か
ら
役
場
庁
舎
内
を

全
面
禁
煙
に
し
ま
す

　

町
で
は
、
た
ば
こ
の
健
康
へ
の
悪
影
響
や

社
会
全
体
と
し
て
受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
取

り
組
む
機
運
が
高
ま
る
中
、
４
月
１
日
か
ら

役
場
庁
舎
内
を
全
面
禁
煙
に
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
総
務
課

田坂歯科医院

訪問歯科診療のおしらせ
通院困難な方の『ご自宅』や
『介護施設』まで伺います。

TEL 0774 − 54 − 0281
城陽市枇杷島の宮 36 − 8

（休診）土曜日・日曜日・祝日

30
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町
・
府
民
税
の
徴
収
方
法
が

　

変
わ
り
ま
す

　

65
歳
未
満
で
公
的
年
金
等
と
給
与
の
両
方

に
所
得
が
あ
る
人
（
給
与
か
ら
町
・
府
民
税

が
引
き
落
と
し
さ
れ
て
い
る
人
に
限
る
）
の

町
・
府
民
税
の
徴
収
方
法
が
、
次
の
よ
う
に

変
更
と
な
り
ま
す
。

◎
平
成
21
年
度

①
公
的
年
金
等
の
所
得
に
係
る
税
額
は
、
個

人
が
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
支
払
う
。

②
給
与
所
得
に
係
る
税
額
は
、
給
与
か
ら
引

き
落
と
す
。

◎
平
成
22
年
度
以
降

　

①
・
②
と
も
に
、
給
与
所
得
に
係
る
税
額

と
あ
わ
せ
て
給
与
か
ら
引
き
落
と
す
。

　

た
だ
し
、
４
月
30
日
㈮
ま
で
に
役
場
税
務

課
に
申
し
出
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
平
成
21
年

度
と
同
様
に
徴
収
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

土
地
・
家
屋
の
課
税
台
帳
は
、
納
税
義
務

者
や
借
地
・
借
家
人
（
使
用
・
収
益
の
対
象

と
な
る
資
産
に
限
る
）
が
、
い
つ
で
も
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
縦
覧
期
間
中
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
、
４
月
１
日
㈭
か
ら
５
月
31
日
㈪
）

以
外
の
閲
覧
は
手
数
料
が
必
要
で
す
。

閲
覧
で
き
る
人
／
納
税
義
務
者
、
借
地
・
借

家
人
（
賃
貸
契
約
書
等
が
必
要
）、相
続

人
（
戸
籍
謄
本
な
ど
が
必
要
）、
納
税

管
理
人
、
代
理
人
（
委
任
状
が
必
要
）

閲
覧
に
必
要
な
も
の
／
運
転
免
許
証
、
納
税

通
知
書
な
ど
本
人
確
認
の
で
き
る
書
類

閲
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
／
税
務
課

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付

　

町
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
社
会
的
な
活

動
を
す
る
一
助
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券

を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

利
用
券
は
、
町
と
契
約
す
る
京
都
府
内
タ

ク
シ
ー
事
業
者
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
が
５
月
以
降
に
な
り
ま
す
と
、

遅
れ
た
月
数
分
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
（
視
覚
・
下
肢
・

体
幹
・
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ

う
こ
う
・
直
腸
）
１
級
か
ら
３
級
の
人
、

療
育
手
帳｢

Ａ｣

の
人

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
身
体
障
害
者
手
帳
・
療

育
手
帳
・
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
社

会
福
祉
課
へ
。

※
窓
口
で
の
申
請
が
困
難
な
人
は
、
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
手
当
の
申
請

　

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
を
育
て
る
家

庭
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成
22
年
度
か
ら
子

ど
も
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

　

子
ど
も
手
当
は
児
童
手
当
に
か
わ
る
制
度

と
な
る
た
め
、
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
中

で
中
学
２
・
３
年
生
の
子
ど
も
が
い
な
い
人

は
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
給
者
／
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
の
保
護
者

※
公
務
員
の
人
は
、
勤
務
先
で
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

支
給
額
／
子
ど
も
ひ
と
り
に
つ
き
月
額
１
万

　
　

３
千
円

支
払
時
期
／
６
月
、
10
月
、
２
月
に
そ
れ
ぞ

れ
支
払
い
ま
す
。

新
た
に
申
請
が
必
要
な
人
／
①
現
在
、
児
童

手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い
人
で
中
学

生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
人　

②
現
在
、

児
童
手
当
を
受
給
中
で
中
学
２
・
３
年

生
の
子
ど
も
が
い
る
人

申
請
／
申
請
が
必
要
と
思
わ
れ
る
人
に
は
４

月
上
旬
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
添
付
書
類
を

そ
え
て
、
５
月
14
日
㈮
ま
で
に
社
会
福

祉
課
へ
。
な
お
、
期
日
ま
で
に
申
請
が

な
い
場
合
は
、
６
月
に
支
給
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
９
月
30
日
㈭
ま
で
に
申
請

が
な
い
場
合
は
、
申
請
月
の
翌
月
分
か

ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課

　

民
生
児
童
委
員
の
連
絡
先
変
更

　

下
津
屋
団
地
地
区
担
当
の
民
生
児
童
委
員

奥
野
良
子
さ
ん
の
連
絡
先
は
、
次
の
と
お
り

変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

☎
０
９
０
（
１
９
５
６
）
６
９
７
８
（
携
帯
）

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課

　

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン

　

町
で
は
、
こ
こ
ろ
に
病
の
あ
る
人
を
対
象

に
、
仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過

ご
し
て
い
た
だ
く
サ
ロ
ン
を
毎
月
開
い
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
①
４
月
２
日
㈮　

午
前
11
時
〜
午
後

２
時　

②
16
日
㈮　

正
午
〜
３
時

場
所
／
中
央
公
民
館

内
容
／
①
料
理
教
室　

②
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
カ

ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
な
ど

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
購
入
等
支
援

　

町
で
は
、
在
宅
で
徘
徊
行
動
の
あ
る
認
知

症
高
齢
者（
以
下
在
宅
徘
徊
高
齢
者
）を
介
護

し
て
い
る
ご
家
族
等
を
支
援
す
る
た
め
、
位

置
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に

必
要
と
な
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

位
置
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
在
宅
徘

徊
高
齢
者
に
位
置
情
報
検
索
端
末
機
を
持
っ

て
も
ら
い
、
そ
の
人
が
行
方
不
明
と
な
っ
た

と
き
に
、
介
護
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
応

じ
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
衛
星
か
ら
の
電
波
を
受
信
し
、

そ
の
位
置
の
情
報
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

対
象
／
町
内
在
住
で
要
介
護
（
要
支
援
）
認

定
を
受
け
た
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

在
宅
徘
徊
高
齢
者
を
常
時
介
護
し
て

い
る
家
族
な
ど

助
成
費
用
／
①
位
置
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
加

入
時
に
必
要
な
加
入
料
金
お
よ
び
付
属

品
セ
ッ
ト
に
係
る
初
期
費
用
（
在
宅
徘

徊
高
齢
者
１
人
に
つ
き
１
回
限
り
）
②

年
度
内
に
支
払
っ
た
基
本
料
金
の
総
額

の
２
分
の
１
（
上
限
３
，
０
０
０
円
）

※
①
、②
以
外
に
必
要
と
な
る
費
用（
位
置
情

報
提
供
料
金
、
現
場
急
行
料
金
、
バ
ッ
テ

リ
ー
交
換
代
金
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
本

人
負
担
に
な
り
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
印
鑑
を
ご
持
参
の
う

え
、
長
寿
健
康
課
へ
。
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お
届
け
し
ま
す
。
お
昼
ご
飯

　

町
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
ま
た

は
居
宅
の
要
援
護
高
齢
者
に
、
日
常
生
活
の

支
援
や
安
否
の
確
認
を
す
る
た
め
、
お
昼
ご

は
ん
を
ご
自
宅
ま
で
お
届
け
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

配
達
日
／
毎
週
月
曜
・
木
曜
日
（
週
１
回
の

み
の
配
食
も
可
）

※
祝
日
と
年
末
年
始
を
除
く

対
象
／
町
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
人
ま
た
は
配
食
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
人

費
用
／
ご
飯
と
お
か
ず
セ
ッ
ト
５
５
０
円
、

お
か
ず
セ
ッ
ト
５
０
０
円　

い
ず
れ

も
１
食
分

※
支
払
い
方
法
は
、
口
座
振
替
と
な
り
ま
す
。

　
（
別
途
、
ひ
と
月
85
円
の
手
数
料
が
必
要
）

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

　

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

　

費
用
を
助
成

　

町
で
は
、
町
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
高
齢

者
が
、
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受

け
た
と
き
の
費
用
を
助
成
す
る
利
用
券
を
発

行
し
ま
す
。

助
成
金
額
／
施
術
費
の
う
ち
、
２
，
０
０
０

円
を
町
と
施
術
所
が
助
成

利
用
方
法
／
利
用
券
を
施
術
所
で
使
用
（
制

度
加
入
施
術
所
の
み
有
効
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
印
鑑
を
ご
持
参

の
う
え
、
長
寿
健
康
課
へ
。
代
理
人

の
場
合
は
、
代
理
人
の
印
鑑
も
必
要

で
す
。

※
申
請
月
が
遅
れ
る
と
利
用
券
の
枚
数
が
減

り
ま
す
。
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

　

燃
や
さ
な
い
ご
み
の

　

収
集
曜
日
の
変
更

　

町
で
は
、
４
月
５
日
㈪
か
ら
、
燃
や
さ
な

い
ご
み
の
収
集
曜
日
を
変
更
し
ま
す
。

　

変
更
後
の
収
集
曜
日
は
、
29
ペ
ー
ジ
「
環

境
保
全
の
コ
ー
ナ
ー
」
ま
た
は
先
に
配
布
し

ま
し
た
「
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の

　

分
別
回
収
開
始

　

町
で
は
、
４
月
１
日
㈭
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
キ
ャ
ッ
プ
の
分
別
収
集
を
お
こ
な
い
ま
す
。

中
身
の
見
え
る
袋
に
入
れ
、
燃
や
す
ご
み
の

収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
城
南
衛
生
管

理
組
合
に
よ
り
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
と
し
て
活

用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ラ
ベ
ル
は
、
は
が
し
て
燃
や
さ
な

い
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課

　

し
尿
収
集
の
届
け
出

　

し
尿
収
集
（
く
み
取
り
）
の
利
用
に
つ
い

て
、
次
の
場
合
に
は
届
け
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
環
境
保
全

課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
転
入
な
ど
で
し
尿
収
集
の
利
用
を
始
め
た

い
と
き

・
転
出
や
下
水
道
へ
の
切
り
替
え
な
ど
、
し

尿
収
集
の
利
用
を
や
め
た
い
と
き

・
世
帯
主
が
変
わ
っ
た
と
き

　

い
ず
れ
も
、
住
民
票
の
届
け
出
と
は
別
に

届
け
が
必
要
で
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
家
庭
の
し
尿
収
集
に
は
手
数
料

が
か
か
り
ま
す
。
利
用
を
や
め
た
後
も
届
け

出
を
し
な
い
と
手
数
料
が
発
生
し
ま
す
の
で
、

お
忘
れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
「
さ
わ
や
か
に　

笑
顔
で
ゆ
ず
る　

京
の

道
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
４
月
６
日
か
ら
４

月
15
日
ま
で
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

特
に
、
４
月
10
日
は
、
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

を
目
指
し
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
正

し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
事

故
防
止
の
徹
底
を
図
る
た
め
に
、
一
人
ひ
と

り
が
あ
ら
た
め
て
交
通
安
全
の
意
識
を
高
め

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
運
動
の
基
本
は
「
子
ど
も
と
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止
」
で
運
動
の
重
点
は
、

①
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底　

②
自

転
車
の
安
全
利
用
の
推
進　

③
飲
酒
運
転
の

根
絶
で
す
。

問
い
合
わ
せ
／
建
設
整
備
課

　

危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
会

種
類
／
乙
種
第
４
類
の
講
習

日
時
／
５
月
９
日
㈰　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時
30
分

場
所
／
宇
治
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
宇
治

市
宇
治
琵
琶
45
︱
14
）

費
用
／
危
険
物
安
全
協
会
会
員
お
よ
び
そ
の

従
業
員　

４
，
０
０
０
円
、
会
員
外
６
，

０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
町
消
防
本
部
に

備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
う
え
、町
危
険
物
安
全
協
会
（
町

消
防
本
部
内
）
へ
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
の
種
類
／
全
種
全
類

試
験
日
／
６
月
６
日
㈰

場
所
／
京
都
府
立
大
学
（
京
都
市
左
京
区
下

　
　

鴨
半
木
町
１
︱
５
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
◎
書
面
申
請
…

４
月
７
日
㈬
か
ら
16
日
㈮
ま
で
の
間
に
、
消

防
本
部
に
備
え
付
け
の
願
書
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
う
え
、
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

ー
京
都
府
支
部
（
〒
602
︱

8054
京
都
市
上
京
区

出
水
通
油
小
路
東
入
ル
京
都
府
庁
西
別
館
３

階
）
☎
０
７
５
（
４
１
１
）
０
０
９
５
へ
。

（
原
則
郵
送
）　

◎
電
子
申
請
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
申
請
）
…
４
月
４
日
㈰
か
ら
13
日
㈫

ま
で
の
間
に
、
同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.shoubo-shiken.or.jp

）

に
ア
ク
セ
ス
し
、
所
定
の
画
面
か
ら
情
報
を

入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
同
セ
ン

タ
ー
電
子
室
☎
０
５
７
０
（
０
７
）
１
０
０

０
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
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対象／府内在住・在勤の人
申し込み・問い合わせ／開講日の１か月前から、同会

館☎0774（46）0688へ。電話不可

対象／府内在住・在勤の人
申し込み・問い合わせ／開講日の１か月前から、同セ

ンター☎0774（46）0688、0780へ。電話不可
※受講料の「中小」とは、中小企業にお勤めの場合の

受講料です。

◎府立城南勤労者福祉会館教室案内

◎城南地域職業訓練センター講座案内

　

保
育
士
試
験

　

平
成
22
年
度
保
育
士
試
験
の
実
施
要
項
の

配
布
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
次
の
要
領
で
請

求
し
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
験
申
請
受
付
期
間
／
５
月
12
日
㈬
ま
で

請
求
先
／
保
育
士
試
験
事
務
セ
ン
タ
ー
（
〒

　
　

171
︱

8536
東
京
都
豊
島
区
高
田
３
︱
19
︱

　
　

10
）

請
求
方
法
／
４
月
26
日
㈪
ま
で
に
、
上
記
宛

名
の
封
筒
に
「
手
引
き
請
求
」
と
朱
書

き
し
、
２
０
０
円
切
手
を
は
っ
た
返
信

用
封
筒
（
角
型
２
号
）
に
宛
名
に
請
求

者
の
住
所
・
氏
名
・
郵
便
番
号
を
明
記

し
た
も
の
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
同
セ
ン
タ
ー　

０
１
２
０

（
４
１
９
４
）
８
２

　

お
花
見
市
場
一
般
開
放

　

京
都
府
南
部
総
合
地
方
卸
売
市
場
で
は
、

桜
の
時
期
に
市
場
を
一
般
開
放
し
、
お
花
見

市
場
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
数
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
４
月
４
日
㈰　

午
前
10
時
30
分
〜
午

後
１
時
30
分

場
所
／
同
市
場
（
宇
治
市
伊
勢
田
町
西
遊
田

90
︱
１
）

内
容
／
お
花
見
、
セ
リ
販
売
体
験
、
野
菜
・

果
物
・
花
・
食
肉
の
即
売
な
ど

問
い
合
わ
せ
／
㈱
京
都
総
合
食
品
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
７
７
４（
２

　
　

０
）
２
８
２
５

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

　

平
成
22
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
１
５
，１
０
０
円
で
す
。金
融
機
関
や
郵
便

局
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
の
納
付
の
ほ
か
、
事

前
に
申
し
込
み
を
す
れ
ば
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
便
利
で

お
得
で
す
。
毎
月
納
め
る
場
合
で
も
、
当
月

分
保
険
料
を
当
月
末
に
引
き
落
と
す「
早は

や

割わ
り

」

に
す
る
と
、月
額
50
円
割
引
が
あ
り
ま
す
。１

年
分
か
半
年
分
を
ま
と
め
て
納
め
る「
前
納
」

に
す
る
と
、
さ
ら
に
割
引
が
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
口
座
を
お
持

ち
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
ま
た
は
京
都
南
年

金
事
務
所
へ
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納

付
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
同
事
務
所
☎

０
７
５
（
６
４
３
）
２
５
４
７　

　

歩
こ
う
会
総
会
＆
井
手
ウ
ォ
ー
ク

　

井
手
町
の
玉
川
堤
沿
い
の
山
吹
や
桜
を
楽

し
む
桜
ウ
ォ
ー
ク
で
す
。

日
時
／
４
月
10
日
㈯　

午
前
９
時

※
小
雨
決
行

集
合
場
所
／
Ｊ
Ｒ
新
田
駅

行
き
先
／
玉
川
堤
周
辺
（
５
㎞
）

費
用
／
交
通
費
は
個
人
負
担

そ
の
他
／
弁
当
、
飲
み
物
な
ど

問
い
合
わ
せ
／
同
会
の
信
貴
さ
ん
宅
☎
０
７

　
　

７
４
（
４
１
）
７
０
７
９

　

町
総
体
ゴ
ル
フ
大
会

日
時
／
５
月
５
日
㈷
・
13
日
㈭　

い
ず
れ
も

午
前
８
時
か
ら

※
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所
／
信
楽
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
人
ま
た
は
町
ゴ

ル
フ
協
会
会
員

参
加
費
／
２
，
０
０
０
円

※
プ
レ
ー
代
な
ど
は
別
途
必
要

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
４
月
17
日
㈯
ま

　
　

で
に
、
同
協
会
の
玉
城
さ
ん
宅
☎
０
７

　
　

７
４
（
４
３
）
５
８
４
０
へ
。

︿
申
し
込
み
と
費
用
﹀

　

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た

は
電
話
の
う
え
、
必
ず
参
加
者
本
人
か
そ
の

保
護
者
な
ど
が
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　

費
用
は
、
４
月
７
日
㈬
ま
で
に
、
ゆ
う
ホ

ー
ル
窓
口
（
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
）
へ
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
、
無
料
で
す
。

講座名 期間 曜日 時間 定員 受講料など

陶芸教室

親子体操教室

５月８日〜
６月12日

５月11日〜
６月８日

毎週
土

毎週
火

午前10時〜正午

午前９時30分〜
10時45分

24人

25組

３,000円
（別途教材費 
　2,000円）

2,000円

講座名 期間 曜日 時間 定員 受講料など

医療事務講座
医科基礎コース

パソコン講座
一般コース
アクセス

５月７日〜
７月30日

５月22日〜
７月３日

毎週
水・金

毎週
土

午前１０時〜
午後０時３０分

午前９時30分〜
正午

25人

20人

35,000円
(別途教材費必要)

中小　14,000円
一般　17,500円

ゆ
う
ホ
ー
ル

申
し
込
み
は
４
月
１
日
㈭　

午
前
９
時
か
ら

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
、

　
　
　
　

そ
の
翌
日
）

ス
ポ
ー
ツ
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パ
ソ
コ
ン
教
室

▼
こ
れ
か
ら
始
め
る
パ
ソ
コ
ン
（
入
門
編
）

日
時
／
４
月
13
日
㈫
・
15
日
㈭
・
20
日
㈫
・

22
日
㈭
【
４
回
コ
ー
ス
】　

午
後
７
時

〜
９
時

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
今
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
る
方
の
た

め
の
基
礎
か
ら
学
べ
る
コ
ー
ス
で
す
。

定
員
／
16
人

費
用
／
３
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途

必
要
）

　

童
謡
を
楽
し
む
会

日
時
／
４
月
14
日
㈬　

午
前
10
時
〜
11
時
30

分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡

な
ど
を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。

定
員
／
各
60
人（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。

　

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室

日
時
／
４
月
21
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
〜
３

時

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
の
ビ
デ
オ
を
鑑

賞
し
ま
す
。

定
員
／
25
人

　

漢
字
出
直
し
塾

日
時
／
４
月
９
日
㈮
・
23
日
㈮　

い
ず
れ
も

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、

小
学
校
で
習
う
漢
字
か
ら
も
う
一
度
学

び
直
し
ま
す
。

定
員
／
30
人

費
用
／
１
０
０
円

　

週
末
の
星
空
観
察
会

日
時
／
①
４
月
10
日
㈯　

午
後
７
時
30
分
〜

８
時
30
分　

②
24
日
㈯　

午
後
７
時
〜

８
時
（
受
付
け
は
、
終
了
時
間
の
30
分

前
ま
で
）

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
小
学
生

以
下
は
、
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

内
容
／
①
「
火
星
・
土
星
・
春
の
星
座
」　

　
　

②
「
金
星
・
火
星
・
土
星
・
月
」　

い

ず
れ
も
天
体
望
遠
鏡
で
星
空
の
観
察
を

し
ま
す
。（
雨
天
・
曇
り
の
場
合
は
中

　
　

止
）

　

漢
字
の
達
人
教
室

日
時
／
４
月
10
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
〜
11

時

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
２
〜
６
年
生

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
丁
寧

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。

定
員
／
20
人

　

小
学
生
工
作
教
室

日
時
／
①
４
月
10
日
㈯　

午
後
２
時
〜
５
時

②
17
日
㈯　

午
前
９
時
〜
正
午
、
18
日

㈰　

③
午
前
９
時
〜
正
午　

④
午
後
２

時
〜
５
時

※
①
〜
④
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
。
た
だ
し
、
１

年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

内
容
／
ビ
ー
玉
の
お
も
ち
ゃ
を
作
り
ま
す
。

定
員
／
各
10
人

費
用
／
３
０
０
円

　

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室

日
時
／
４
月
25
日
㈰　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
。
た
だ
し
、
小

学
１
〜
３
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

内
容
／
顕
微
鏡
で
ミ
ク
ロ
の
世
界
を
観
察
し

ま
す
。

定
員
／
12
組

　

身
近
な
野
鳥
観
察
会

日
時
／
４
月
29
日
㈷　

午
前
９
時
〜
午
後
３

時

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
人
。
た

だ
し
、
小
学
１
〜
２
年
生
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
で
す
。

内
容
／
白
川
林
道
、
天
ヶ
瀬
で
ハ
イ
キ
ン
グ

と
野
鳥
観
察
を
し
ま
す
。

定
員
／
30
人

た
の
し
い
折
り
紙
教
室

日
時
／
４
月
24
日
㈯　

午
後
２
時
〜
３
時

対
象
／
町
内
在
住
で
３
歳
以
上
の
幼
児
、
小

学
生
と
保
護
者

内
容
／
親
子
で
折
り
紙
を
楽
し
み
ま
す
。

※
各
自
、
折
り
紙
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

定
員
／
20
組

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

日
時
／
４
月
24
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
〜
11

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中
学
生
と
そ
の
保

護
者

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら
楽
し
く
学
び
ま
す
。

定
員
／
20
人

　

有
料
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
予
約

　

方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
㈭
か
ら
、
町
内
の
有
料
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
１
か
月
先
分
の
予
約
申
し
込
み
は
、

総
合
体
育
館
の
窓
口
の
み
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
総
合
体
育
館
の
休
館
日
は
、
ゆ

う
ホ
ー
ル
で
お
こ
な
い
ま
す
。

　

予
約
は
、
午
前
８
時
45
分
か
ら
先
着
順
で

受
け
付
け
ま
す
。
午
前
９
時
以
降
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
で
す
。

総
合
体
育
館

申
し
込
み
は
４
月
１
日
㈭　

午
前
９
時
か
ら

休
館
日　

水
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
、
開
館
）
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ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　

使
用
講
習
会
＆
相
談
日

日
時
／
４
月
４
日
㈰
・
11
日
㈰
・
17
日
㈯
・

25
日
㈰　

午
前
10
時
〜
10
時
40
分
、
４

月
８
日
㈭
・
13
日
㈫
・
22
日
㈭
・
26
日

㈪　

午
後
７
時
〜
７
時
40
分

※
い
ず
れ
か
一
日
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
／
12
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
を
除
く
）

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使

用
方
法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

定
員
／
各
先
着
15
人

費
用
／
５
０
０
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談

だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
使
用
料
の
み
必
要
で
す
）

　

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

日
時
／
①
４
月
10
日
㈯
・
②
24
日
㈯　

い
ず

れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
輪
投

げ
な
ど　

②
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

　
　

ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ

　
　

ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ウ
ン
ド

テ
ニ
ス
な
ど

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し

ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

春
季
ヨ
ガ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

日
時
／
４
月
16
日
か
ら
６
月
４
日
ま
で
の
毎

週
金
曜
日
【
８
回
コ
ー
ス
】　

１
部
…

　
　

午
前
10
時
〜
11
時
、
２
部
…
午
前
11
時

　
　

15
分
〜
午
後
０
時
15
分

対
象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）

講
師
／
木
場
敦
子
さ
ん

定
員
／
各
先
着
30
人

費
用
／
２
，
８
０
０
円

　

初
級
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

日
時
／
４
月
20
日
か
ら
６
月
15
日
ま
で
の
毎

週
火
曜
日
【
８
回
コ
ー
ス
】　

午
前
10

　
　

時
〜
11
時
30
分

対
象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）

講
師
／
京
都
府
テ
ニ
ス
協
会

定
員
／
先
着
15
人

費
用
／
２
，
８
０
０
円

　

小
学
生
サ
ッ
カ
ー
教
室

日
時
／
４
月
24
日
か
ら
６
月
19
日
（
５
月
29

日
を
除
く
）
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
【
８

回
コ
ー
ス
】　

午
後
３
時
30
分
〜
５
時

場
所
／
中
央
公
園
野
球
場

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
６
年
生

講
師
／
久
御
山
町
サ
ッ
カ
ー
協
会

定
員
／
先
着
40
人

費
用
／
８
０
０
円

　

親
子
体
操
教
室

日
時
／
５
月
８
日
か
ら
７
月
10
日
（
５
月
22

日
・
６
月
５
日
を
除
く
）
ま
で
の
毎
週

土
曜
日
【
８
回
コ
ー
ス
】　

午
前
10
時

〜
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
年
中
・
年
長
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者

講
師
／
荒
井
敏
江
さ
ん

定
員
／
先
着
20
組

費
用
／
８
０
０
円

　

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

日
時
／
５
月
８
日
か
ら
７
月
３
日
（
５
月
29

日
を
除
く
）
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
【
８

回
コ
ー
ス
】　

午
後
２
時
〜
４
時

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
４
〜
６
年
生
の
女

子

講
師
／
北
村
啓
子
さ
ん

定
員
／
先
着
40
人

費
用
／
８
０
０
円

　

か
ん
た
ん
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

日
時
／
５
月
12
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の
毎

週
水
曜
日
【
８
回
コ
ー
ス
】　

午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分

※
休
館
日
で
す
が
教
室
を
お
こ
な
い
ま
す
。

対
象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）

内
容
／
呼
吸
法
を
活
用
し
な
が
ら
、
お
も
に

体
幹
を
ゆ
る
や
か
に
鍛
え
ま
す
。

講
師
／
新
井
美
津
子
さ
ん

定
員
／
先
着
20
人

費
用
／
２
，
８
０
０
円

　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
＆
ナ
チ
ュ
ラ
ル

　

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

日
時
／
５
月
20
日
か
ら
７
月
22
日
（
６
月
３

日
・
７
月
１
日
を
除
く
）
ま
で
の
毎
週

木
曜
日
【
８
回
コ
ー
ス
】　

午
前
10
時

30
分
〜
11
時
45
分

対
象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）

講
師
／
高
橋
恭
子
さ
ん

定
員
／
先
着
40
人

費
用
／
２
，
８
０
０
円

　

剪
定
教
室

日
時
／
４
月
20
日
㈫　

午
後
１
時
30
分
〜
３

　
　

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
庭
木
の
剪せ

ん
て
い定
の
コ
ツ
や
樹
木
管
理
を

学
び
ま
す
。

講
師
／
松
本
祐
介
さ
ん
（
石
豊
造
園
）

定
員
／
20
人

費
用
／
１
０
０
円

持
ち
物
／
軍
手
、
タ
オ
ル
、
汚
れ
て
も
良
い

服
装
、
帽
子
、
筆
記
用
具

中
央
公
民
館

申
し
込
み
は
４
月
１
日
㈭　

午
前
９
時
か
ら

休
館
日　

毎
週
水
曜
日
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寄
せ
植
え
教
室

日
時
／
４
月
16
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
春
の
草
花
を
使
っ
て
寄
せ
植
え
を
学

び
ま
す
。

講
師
／
石
川
敏
之
さ
ん
（
コ
ニ
フ
ァ
ー
）

定
員
／
20
人

費
用
／
１
，
５
０
０
円

持
ち
物
／
軍
手
、
エ
プ

ロ
ン
（
汚
れ
て
も

良
い
服
装
）、
筆

記
用
具

　

季
節
の
お
菓
子
教
室

日
時
／
４
月
23
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
抹
茶
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
・
ご
ま
ま
ん
じ

　
　

ゅ
う
を
作
り
ま
す
。

講
師
／
藤
井
敏
江
さ
ん

定
員
／
16
人

費
用
／
５
０
０
円

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
三
角
巾
、

　
　

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

※
申
し
込
み
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催
を
中

　

止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

年
間
教
室
の
受
講
生
募
集

　

年
間
教
室
の
受
講
生
を
先
着
順
で
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

年
会
費
２
，
０
０
０
円
で
、
別
途
月
ご
と

に
参
加
費
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス
は
年
会
費

５
０
０
円
の
み
で
す
。

▼
季
節
の
料
理
教
室

日
時
／
毎
月
第
２
火
曜
日　

午
前
９
時
30
分

〜
午
後
０
時
30
分

※
第
１
回
目
は
、
５
月
11
日
㈫
で
す
。

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
旬
の
食
材
を
使
っ
て
料
理
の
基
礎
を

学
び
ま
す
。

講
師
／
大
谷
洋
子
さ
ん

定
員
／
20
人

費
用
／
８
０
０
円

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
三
角
巾
、

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

▼
男
の
料
理
教
室

日
時
／
毎
月
第
２
土
曜
日　

午
前
10
時
〜
午

後
０
時
30
分

※
第
１
回
目
は
、
５
月
８
日
㈯
で
す
。

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
男
性
が
料
理
作
り
に
挑
戦
し
、
料
理

を
作
る
楽
し
さ
を
学
び
ま
す
。

講
師
／
石
田
基
宏
さ
ん

定
員
／
20
人

費
用
／
１
，
０
０
０
円

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
三
角
巾
、

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

▼
花
と
緑
の
教
室

日
時
／
毎
月
第
２
金
曜
日　

午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

※
第
１
回
目
は
、
５
月
７
日
㈮
で
す
。

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
家
庭
の
緑
化
と
花
作
り
の
基
礎
を
学

び
ま
す

講
師
／
柴
田
明
さ
ん

定
員
／
20
人

費
用
／
時
価

持
ち
物
／
汚
れ
て
も
良
い
服
装
、
軍
手
、
筆

記
用
具

▼
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス

日
時
／
毎
月
第
１
土
曜
日　

午
前
10
時
〜
11

時
30
分

※
第
１
回
目
は
、
４
月
24
日
㈯
で
す
。

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
中
学
３
年
生

内
容
／
み
ん
な
で
楽
し
く
コ
ー
ラ
ス
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

講
師
／
久
御
山
ハ
ー
モ
ニ
ー

定
員
／
40
人

持
ち
物
／
楽
譜
、

筆
記
用
具

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

4
月
13
日
㈫　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

役

場
庁
舎
１
階
相
談
室
１

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

4
月
13
日
㈫
・
27
日
㈫　

い
ず
れ
も
午
前
10

時
〜
午
後
１
時

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社

会
教
育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

4
月
8
日
㈭
・
22
日
㈭　

午
後
１
時
〜
４
時

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談

相
談
専
用
電
話
☎
０
７
５
（
６
３
１
）
３
４

２
１

相
談
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【
こ
れ
か
ら
の
こ
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協

議
会
）

4
月
8
日
㈭　

午
後
１
時
〜
４
時　

地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー

※
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み

は
同
協
議
会
へ
。

【
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

4
月
15
日
㈭　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分　

地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

先
着
６
人
（
要
予
約
）

※
申
し
込
み
は
、
同
協
議
会
へ
。

【
司
法
書
士
無
料
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議

会
）

4
月
15
日
㈭　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分　

地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

先
着
６
人
（
要
予
約
）

※
申
し
込
み
は
、
同
協
議
会
へ
。

【
連
絡
先
】

町
社
会
福
祉
協
議
会

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】

▽
車
い
す

町
の
人
口（
前
月
比
／
増
1
人
）

総人口
男　性
女　性
世帯数

16 ,896 人　
8 ,412 人　
8 ,484 人　
6 ,794 世帯

出　生
死　亡
転　入
転　出

10 人　
9 人　

50 人　
50 人　

〈３月 1日現在〉	

〈２月中の動き〉	

介
護
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
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保健予防のコーナー 

御牧保育所  ☎・　075（631）2475

町体育協会（町総合体育館内）
☎0774（44）2205　	0774（44）2203

消 防 本 部  ☎631-1515
　	syoubou@town.kumiyama.kyoto.jp		
　	075（632）5382

会 計 課  ☎631-9932/45-3909
　	kaikei@town.kumiyama.kyoto.jp		
　	075（632）1899

議会事務局  ☎631-9996/45-0105
　	gikai@town.kumiyama.kyoto.jp	
　	075（632）3000

下 水 道 課  ☎631-9990/45-3920
　	gesuidou@town.kumiyama.kyoto.jp		
　	0774（46）0086

水 道 課  ☎631-9987/45-3919
　	suidou@town.kumiyama.kyoto.jp		
　	0774（46）0086

社会教育課  ☎631-9980/45-3918
　	syakai@town.kumiyama.kyoto.jp		
　	075（631）6129

あいあいホール
☎0774（41）2263　	0774（41）2283

いきいきホール
☎0774（41）3466　	0774（44）1199

荒　見　苑
☎0774（44）3405　	0774（44）7801

地域福祉センター（町社会福祉協議会）
☎075（631）0022　	075（632）3001

佐山保育所  ☎・　0774（43）2970
宮ノ後保育所  ☎・　0774（43）4906
御牧幼稚園  ☎・　075（631）4531
佐山幼稚園  ☎・　0774（43）8644
東角幼稚園  ☎・　0774（44）4966

ゆうホール
☎0774（45）0002　	0774（46）5610
総合体育館
☎0774（44）3700　	0774（44）2203
中央公民館
☎075（631）1000　	075（632）0031
図書館
☎0774（45）0003　	0774（46）5690

10か月児健診（3月15日）で
見つけたかわいい笑顔です。

予 防 接 種 
予 防 接 種 名 日（曜） 受付時間 対 象 ・ 接 種 方 法

予防接種を受けるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、予診票と母

子健康手帳をご持参ください。

母 子 保 健
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対 象 内 容

健　  診 ・ 相　  談
健 診 名 な ど  日（曜） 受付時間 対 象 内 容

成 人 歯 科 健 診 14 日㈬ 午後1時〜1時30分 歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導

40 歳以上の人・ 
妊婦 

会場は、保健センターです。母子健康手帳・健康手帳をお持ちの人は、必ずご持参ください。 問い合わせ／
長寿健康課 

1 歳 8 か月児健診 16 日㈮ 午後1時20分〜2時
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指
導

平成20年7月生まれ

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種 20 日㈫ 午後1時40分〜1時55分 ・3 か月以上 6 か月未満の乳児
（3 〜 4 か月児健診対象者は健診時に接種）

1 0 か 月 児 健 診 19 日㈪ 午後1時20分〜1時50分 医師による健康診査　　　　
離乳・保育・栄養などの指導

平成21年5月生まれ

3 ～ 4 か 月 児 健 診 20 日㈫ 午後1時20分〜2時
医師による健康診査、ＢＣＧ
予防接種、離乳・保育・栄養
などの指導、ブックスタート

平成21年12月生まれ

パパ＆ママ教室（第 1 回） 21 日㈬ 午後1時〜1時15分 調理実習（妊娠中の栄養）、
交流会妊 婦 と 夫

2 歳 6 か月児歯科健診 14 日㈬ 午後1時20分〜1時40分
歯科医師による健康診査、予
防指導、身体的・精神的な発
達指導

平成19年9月生まれ

乳 幼 児 相 談 22 日㈭ 午前9時30分〜10時30分 ことば・しつけ・栄養などの
相談乳　幼　児

3 歳 児 健 診 23 日㈮ 午後1時20分〜2時
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指
導

平成18年9月生まれ
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環境保全のコーナー 

月

火 

水 

木 

４月１日

４月２日 

町公共機関電話番号等 

■久御山町役場（代表）
☎ 075（631）6111/0774（45）0001
　	075（632）1899

■各課別ダイヤルイン等
総 務 課  ☎631-9991/45-3922
　	soumu@town.kumiyama.kyoto.jp	
　	075（632）1899

企画財政課  ☎631-9992/45-3924
　	kikaku@town.kumiyama.kyoto.jp
　	075（632）1899

広報行政課  ☎631-9993/45-3926
　	koho@town.kumiyama.kyoto.jp	
　	075（632）1899

国保医療課  ☎631-9913/45-3906
　	kokuho@town.kumiyama.kyoto.jp		
　	075（632）5933

学校教育課  ☎631-9974/45-3917
　	gakkou@town.kumiyama.kyoto.jp		
　	075（631）6129

住 民 課  ☎631-9904/45-3905
　	jyumin@town.kumiyama.kyoto.jp		
　	075（632）5933

都市計画課  ☎631-9966/45-3915
　	tokei@town.kumiyama.kyoto.jp		
　	075（632）5558

長寿健康課  ☎631-9903/45-3904
　	tyouzyu@town.kumiyama.kyoto.jp		
　	075（632）5933

産 業 課  ☎631-9964/45-3914
　	sangyou@town.kumiyama.kyoto.jp		
　	075（631）6149

社会福祉課  ☎631-9902/45-3902
　	hukusi@town.kumiyama.kyoto.jp	
　	075（631）1807

建設整備課  ☎631-9961/45-3912
　	kensetu@town.kumiyama.kyoto.jp		
　	075（631）6149

税 務 課  ☎631-9926/45-3908
　	zeimu@town.kumiyama.kyoto.jp		
　	075（632）5933

環境保全課  ☎631-9917/45-3907
　	kankyou@town.kumiyama.kyoto.jp		
　	075（632）5558

4 月のごみ・し尿収集日 

佐古・新開地・佐山・籾池・双栗・
市田・鈴間・田井・荒見・下
津屋・下津屋サンハイツ・島
田・東島田・森・坊之池・野村・
村東 

久御山団地 

松陽台・サンタウン佐山・佐山
サンハイツ・栄１・２丁目・栄
３・４丁目・ハイツ西宇治・清水・
林・西武西林・ミサワ林・大橋
辺・北川顔・藤和田・近協パレ
ス・中島・西一口・東一口・相島・
下津屋団地・東佐山団地・久御
山団地 

坊之池 ・ 森  ・野村 ・ 村東 ・ 
中島 ・西一口 ・ 東一口 ・ 相島

松陽台・サンタウン佐山・佐山
サンハイツ・大橋辺・北川顔・
近協パレス・藤和田・中島・西
一口・東一口・相島

東佐山団地・久御山団地

栄１・２丁目・栄３・４丁目・清
水・ハイツ西宇治・林・西武西林・
ミサワ林

田井・荒見・下津屋・下津屋団地・
下津屋サンハイツ・島田・東島田・
森・坊之池・野村・村東

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ
の翌日）に、城南衛生管理組合☎ 075（631）5171 へ連絡してください。

藤和田・島田・東島田・東一口（国道１号
以東）・森（国道１号以東）・森村東（国道
1 号以東）・野村・野村村東・佐山・新開地・
佐古・清水・林・市田・田井・荒見・下津
屋 

北川顔（府道以東）・坊之池・森（国道１号以西）・
森村東（国道 1 号以西）・西一口・中島・相島 

東一口（国道１号以西） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

燃やすごみ 

月・木 

火・水・金 

火・金 

燃やさないごみ 

金 

リサイクルごみ
缶 類
ペットボトル
紙 パ ッ ク

使用済みてんぷら油
14 日（第 2 水曜日）

び ん 類
発泡食品トレー
発泡スチロール

7 日
（第 1 水曜日）

21 日
（第 3 水曜日）

14 日
（第 2 水曜日）

28 日
（第 4 水曜日）

※簡単な水洗いをして、分別し		
中身の見える袋に入れて出し		
てください。	

※びん・ペットボトルは、必ず
ふたをはずしてください。

※ペットボトルキャップは、中
身の見える袋に入れて「燃や
すごみの日」に出してくださ
い。

※公会堂等の指定場所に油の入っ
ていた容器等で出してください。

し 　 尿 

9 日㈮
30 日㈮

12 日㈪
5 月 6 日㈭

15日㈭
5月11日㈫

14日㈬
5月10日㈪

東佐山団地 ・ 久御山団地

佐古・新開地・佐山・籾池・双栗・
市田・鈴間

4月5日㈪からは、次のとおりです。
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古
川
流
域
の
橋
⑵

　

東
林
の
西
側
を
北
流
す
る
古
川
に
架

か
る
参
道
橋
を
渡
る
と
、
前
方
に
広
大

な
雙さ

ぐ
り栗
の
森
が
見
え
る
。
常
緑
樹
の
古

木
が
多
い
こ
の
森
に
鎮
座
す
る
雙
栗
神

社
は
、
延
長
五
年
（
九
二
七
）
に
上
撰

さ
れ
た
「
延え

ん
ぎ喜
式
神
明
帳
」
に
「
山
城

国
久
世
郡
雙
栗
神
社
三
坐
」
と
記
載
さ

れ
る
古
社
で
あ
り
、
佐
山
・
佐
古
・
林

の
三
郷
が
氏
子
と
し
て
神
事
に
参
画
し

て
い
た
。

　

し
た
が
っ
て
林
村
の
人
々
は
、
氏
神

へ
の
参
詣
、
神
域
の
守
護
・
保
守
に
絶

え
ず
訪
れ
て
い
て
、
参
道
橋
は
最
も
身

近
で
便
利
な
橋
で
あ
っ
た
。
と
も
あ
れ

最
初
の
架
橋
年
代
は
解
明
で
き
な
い
が
、

延
喜
式
目
に
よ
る
雙
栗
神
社
が
千
年
前

に
造
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
神
社

と
絆
の
深
い
林
村
の
懸
け
橋
で
あ
る
参

道
橋
は
、
古
川
流
域
で
最
古
の
橋
で
あ

っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　

古
川
に
架
か
る
参
道
橋
が
最
古
で

あ
れ
ば
、
そ
の
後
に
架
け
ら
れ
る
橋
は
、

参
道
橋
に
対
し
て
新
し
い
橋
、
す
な
わ

ち
新
橋
と
な
る
。
さ
ら
に
参
道
橋
、
新

橋
は
共
に
林
集
落
に
架
か
る
橋
で
あ
る
。

地
域
の
村
人
が
、
新
橋
と
命
名
さ
れ
た

橋
に
新
し
い
息
吹
を
感
じ
、
さ
ら
に
便

利
に
な
る
喜
び
を
か
み
し
め
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
近
年
、
参
道
橋
、
新
橋

周
辺
の
景
観
は
著
し
く
変
化
し
て
い

る
。
参
道
橋
か
ら
雙
栗
神
社
に
通
じ
る

農
道
は
、
か
つ
て
道
に
沿
っ
て
水
路
が

あ
り
、
き
れ
い
な
水
の
流
れ
る
そ
の
水

路
に
“
沢
ガ
ニ
”
が
た
く
さ
ん
生
息
し

て
い
て
、
毎
日
の
よ
う
に
取
り
に
行
っ

た
思
い
出
が
残
る
。
現
在
そ
の
周
辺

は
、
昭
和
五
十
二
年
に
府
営
東
佐
山
団

地
が
造
成
さ
れ
、
東
林
か
ら
の
参
詣
は
、

同
団
地
の
二
棟
・
三
棟
の
間
を
通
る
こ

と
に
な
る
。ま
た
参
道
橋
は
、平
成
元
年

三
月
に
架
設
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋

で
あ
る
が
、
戦
前
は
木
橋
で
あ
っ
た
と

語
る
人
と
、
石
橋
だ
っ
た
と
言
う
人
も

い
て
、
確
信
で
き
る
話
は
聞
け
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
現
在

の
橋
と
構
造
も
違
う
こ
と
か
ら
、
巨
椋

池
干
拓
工
事
に
関
連
し
て
施
工
さ
れ
た

昭
和
九
年
か
ら
の
古
川
改
修
工
事
の
際
、

橋
の
補
修
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、参
道
橋
に
つ
い
て
は
、資
料
の
不

足
か
ら
、
私
見
や
古
老
の
話
を
参
考
に

し
た
の
で
間
違
い
も
あ
る
と
思
う
。
ご

容
赦
願
い
た
い
。

　

さ
て
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
四
月
、

奈
良
電
車
（
現
近
鉄
京
都
線
）
が
京
都

︱
西
大
寺
間
に
開
通
し
、
大
久
保
駅
の

設
置
を
期
に
、京
阪
バ
ス
が
府
道
淀
・
新

田
停
車
場
線
に
バ
ス
営
業
を
開
始
し
た
。

バ
ス
は
銀
色
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
型
で
、
座

席
は
十
人
程
度
の
小
型
で
あ
っ
た
。
久

御
山
に
お
け
る
路
線
の
停
留
所
は
、
東

林
・
西
林
・
佐
古
・
田
井
・
島
田
・
封ふ

戸ご

（
藤
和
田
）・
北
川
顔
の
７
カ
所
で
、

運
行
は
、
午
前
と
午
後
に
各
２
往
復
の

４
往
復
で
、
そ
の
経
路
は
府
道
と
は
い

え
、
道
幅
は
狭
く
難
所
が
多
か
っ
た
。

　

バ
ス
は
、
宇
治
市
内
の
国
鉄
新
田
駅

（
現
Ｊ
Ｒ
）
を
発
車
す
る
と
、
奈
良
街

道
を
北
行
し
、“
宇
治
屋
の
辻
”
で
交

差
す
る
宇
治
道
を
西
に
三
〇
〇
メ
ー
ト

ル
、
両
側
に
黒
竹
の
藪
が
続
き
、
空
も

仰
げ
な
い
昼
間
も
暗
い
所
を
過
ぎ
る
と
、

山
川
に
架
か
る
木
橋
を
通
る
。
山
川
は

普
段
は
水
の
流
れ
は
な
い
が
、
雨
量
の

多
い
時
期
は
橋
桁
を
洗
う
水
量
と
な
り
、

巨
椋
池
に
流
入
し
て
い
た
、
こ
の
山
川

の
木
橋
に
は
狐こ

り狸
に
だ
ま
さ
れ
た
話
が

数
多
く
あ
り
、
子
供
た
ち
は
山
川
の
話

を
聞
く
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

　

こ
の
山
川
か
ら
坂
道
は
下
り
と
な
っ

て
い
て
、
坂
の
中
腹
の
北
側
に
乳
牛
を

飼
育
す
る
森
田
牧
場
、
南
側
は
東
林
の

西
林
寺
ま
で
一
軒
の
家
も
な
く
、茶
畑
・

梨
畑
が
続
い
て
い
た
。
東
林
の
停
留
所

は
、
寺
の
北
側
の
府
道
を
通
っ
て
集
落

の
三
差
路
に
あ
る
。
こ
こ
か
ら
五
〇
メ

ー
ト
ル
余
で
新
橋
を
渡
る
が
、
川
岸
で

営
業
す
る
“
新
橋
亭
”
は
、
昭
和
初
期

に
屋
形
船
が
運
航
さ
れ
て
い
て
繁
昌
し

て
い
た
か
ら
、
料
理
を
楽
し
み
に
来
訪

す
る
客
は
、
便
利
な
京
阪
バ
ス
を
利
用

し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

西
林
の
御お

た
び旅
所
前
の
停
留
所
を
過
ぎ

る
と
、
次
は
佐
山
村
役
場
前
の
佐
古
停

留
所
に
着
く
。
こ
こ
に
は
佐
山
村
農
会
、

佐
古
尋
常
高
等
小
学
校
、
佐
山
村
青
年

学
校
が
隣
接
し
、
佐
山
村
の
中
心
地
と

し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て

乗
用
車
の
な
か
っ
た
こ
の
時
代
、
他
の

町
村
か
ら
来
訪
す
る
人
は
、
京
阪
バ
ス

を
利
用
し
た
。
佐
古
停
留
所
の
乗
降
客

が
多
か
っ
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。

　
　

久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長

阪
部　

五
三
夫

▲参道橋と雙栗の森

第三章 古川流域の変遷（4）


